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五
九

一
　
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
に
生
ま
れ
た
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
（
一
五
九
四
―
一
六
六
五
年
）
は
、
一
六
一
二
年
頃
に
パ
リ
へ
移
住
し
、

画
家
と
し
て
の
修
業
を
積
ん（

1
）

だ
。
一
六
二
三
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
に
仕
え
て
い
た
ナ
ポ
リ
出
身
の
詩
人
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
マ

リ
ー
ノ
（
一
五
六
九
―
一
六
二
五
年
）
と
出
会
う
と
、
彼
に
才
能
を
見
出
さ
れ
、
当
時
の
芸
術
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
ロ
ー
マ

に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
。
一
六
二
四
年
春
に
ロ
ー
マ
へ
と
渡
っ
た
プ
ッ
サ
ン
は
、
画
商
を
通
じ
て
安
価
な
作
品
を
販
売
し
つ
つ

も
、
徐
々
に
教
皇
の
甥
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
枢
機
卿
（
一
五
九
七
―
一
六
七
九
年
）
周
辺
で
注
文
を
獲
得
し
て
い（

2
）

く
。

一
六
三
〇
年
に
は
、
病
に
苦
し
む
自
分
を
熱
心
に
看
病
し
て
く
れ
た
ア
ン
ヌ
＝
マ
リ
ー
・
デ
ュ
ゲ
（
一
六
一
二
―
六
四
年
）
と
結
婚

し
、
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
が
多
く
暮
ら
す
バ
ブ
イ
ー
ノ
通
り
に
移
っ（

3
）

た
。
さ
ら
に
一
六
三
一
年
に
ロ
ー
マ
の
聖
ル
カ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会

員
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
ロ
ー
マ
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
よ
う
に
な（

4
）

る
。

こ
の
時
期
の
作
品
は
、
そ
の
大
半
が
注
文
主
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
コ
ン
デ
美
術
館
所
蔵
の
《
嬰
児
虐
殺
》（
図
1
）
に
つ
い
て

は
、
ロ
ー
マ
の
著
名
な
収
集
家
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
（
一
五
六
四
―
一
六
三
七
年
）（
図
2
）
の
邸
宅
に
飾

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い（

5
）

る
。
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
貴
族
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
は
、
か
つ
て
エ
ー
ゲ
海
東
部
の
キ
オ

プ
ッ
サ
ン
作 

《
嬰
児
虐
殺
》 （
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

― 

ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
た
め
の
作
品
と
い
う
視
点
か
ら
の
考
察 

―
倉

　
持

　
充

　
希
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六
〇

ス
島
を
支
配
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
五
六
六
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
島
を
占
領
し
た
た
め
、
当
主
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ー
ニ
（
一
五
二
五
―
一
六
〇
〇
年
）
は
、
息
子
ベ
ネ
デ
ッ
ト
（
一
五
五
四
―
一
六
二
一
年
）
と
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
ら
を
連
れ
、

ロ
ー
マ
へ
と
逃
れ
る
。
一
五
九
〇
年
に
サ
ン
・
ル
イ
ー
ジ
・
デ
イ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ー
ジ
教
会
近
く
に
邸
宅
を
入
手
し
た
彼
ら
は
、
絵
画

及
び
古
代
彫
刻
を
精
力
的
に
購
入
し
、
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
。
こ
の
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
の
死
後
の
財
産
目
録
（
一
六
三

八
年
二
月
三
日
付
）
に
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
嬰
児
虐
殺
》
に
関
す
る
最
初
期
の
記
述
が
見
出
さ
れ（

6
）

る
。
上
記
の
目
録
か
ら
、
本
作
品
は
、

恐
ら
く
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
た
め
の
注
文
作
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い（

7
）

る
。

た
だ
し
、
制
作
年
代
に
関
し
て
は
、
研
究
者
の
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
チ
ュ
イ
リ
エ
ら
は
、
本
作
品
が
《
フ
ロ
ー
ラ
の
凱

旋
》（
パ
リ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）
や
《
河
に
捨
て
ら
れ
る
モ
ー
セ
》（
ド
レ
ス
デ
ン
国
立
絵
画
館
）
と
近
し
い
こ
と
か
ら
、
一
六
二
五

年
か
ら
一
六
二
七
年
頃
の
制
作
と
想
定
し
た（

8
）

。
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
は
、
一
六
二
七
―
二
八
年
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い（

9
）

る
。
他
方
、
ス

タ
ー
リ
ン
グ
は
、
中
央
に
描
か
れ
る
嬰
児
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
に
着
目
す
る
。
彼
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
兵
士
が
幼
子
を
踏
む
と
い
う
表

現
は
、「
嬰
児
虐
殺
」
を
描
い
た
絵
画
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
プ
ッ
サ
ン
に
ロ
ー
マ
行
き
を
勧
め
た
マ
リ
ー
ノ
の
詩
『
嬰
児

虐
殺
』（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
一
六
三
二
年
）
に
記
述
さ
れ
る
と
い（

10
）

う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
嬰
児
虐

殺
》
が
、
詩
の
出
版
さ
れ
た
一
六
三
二
年
以
降
の
非
常
に
早
い
時
期
に
描
か
れ
た
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
本
作
品
の
制
作
年
を
一
六
三
二
年
以
降
と
す
る
説
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
の
は
、
ク
ロ
ッ
パ
ー
で
あ（

11
）

る
。
プ
ッ
サ
ン
の

《
嬰
児
虐
殺
》
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
二
階
の
「
螺
旋
階
段
へ
と
入
る
五
番
目
の
大
広
間
」
に
関
す
る
目
録

の
記
載
を
吟
味
し
た
ク
ロ
ッ
パ
ー
は
、
本
作
品
が
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
（
一
六
〇
六
―
八
八
年
）
作
《
セ
ネ
カ
の

死
》（
図
3
）、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ペ
リ
エ
（
一
五
九
四
―
一
六
四
九
年
）
作
《
キ
ケ
ロ
の
死
》（
図
4
）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ド
ル
人
画
家
に

よ
る
《
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
》（
図
5
）
と
共
に
、「
扉
上
」
に
架
け
ら
れ
て
い
た
点
に
着
目
し（

12
）

た
。
上
記
四
点
が
、
い
ず
れ
も
罪
無
く
し

て
亡
く
な
っ
た
高
潔
な
人
物
を
主
題
と
す
る
と
考
え
た
ク
ロ
ッ
パ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
当
時
連
作
と
み
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
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六
一

提
起
し
た
の
で
あ
る
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
四
点
同
時
に
制
作
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
が
ジ
ュ
ス

テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
一
六
三
二
年
か
ら
、
彼
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
と
出
立
し
た
一
六
三
五
年
の
間
と
想
定
し

た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
マ
リ
ー
ノ
の
『
嬰
児
虐
殺
』
が
一
六
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
事
実
と
も
合
致
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
こ
の
ク
ロ
ッ
パ
ー
の
魅
力
的
な
説
に
賛
同
す
る
研
究
も
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
作
品
が
連
作
の
一
部
で

あ
っ
た
か
否
か
は
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
主
題
、
寸
法
、
展
示
場
所
の
三
点
か

ら
、
四
枚
の
絵
画
が
連
作
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
の
上
で
、
準
備
素
描
に
基
づ
き
、
本
作
品
が
一
六
二
八
年

頃
に
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
続
い
て
、
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
と
い
う
珍
し
い
人
物
像
を
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
に
検
討
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
典
拠
に
基
づ
い
て
新
た
に
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
、
本
作
品
を
特
徴
づ
け
る
、
兵
士
と
母
子
を
最
前
景
に
大
き
く
描
く

と
い
う
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
手
法
と
感
情
表
現
が
、
一
六
二
〇
年
代
末
か
ら
一
六
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
趣

向
の
変
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
　
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
再
考

議
論
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
見
て
お
こ
う
。「
嬰
児
虐
殺
」
は
、
救
世
主
イ
エ
ス
の
誕
生
を
知
っ
た
ヘ
ロ
デ
王

が
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
と
そ
の
周
辺
一
帯
に
い
た
幼
い
男
児
を
皆
殺
し
に
し
た
出
来
事
で
あ
る
。
縦
一
四
七
㎝
、
横
一
七
一
㎝
の
カ
ン
ヴ
ァ

ス
に
は
、
両
手
を
挙
げ
て
泣
き
叫
ぶ
幼
子
、
剣
を
振
り
か
ざ
す
兵
士
、
そ
し
て
兵
士
の
一
撃
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
母
親
が
大
き
く
表

さ
れ
て
い
る
。
兵
士
は
、
背
後
か
ら
追
い
す
が
る
母
親
の
髪
を
掴
ん
で
引
き
離
し
な
が
ら
、
右
足
で
幼
子
の
胸
を
踏
み
つ
け
、
今
ま
さ

に
剣
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
。
体
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
幼
子
は
、
手
の
ひ
ら
を
大
き
く
開
き
、
必
死
に
泣
き
叫
ん
で
い
る
。
右

脇
腹
か
ら
は
鮮
血
が
ほ
と
ば
し
り
、
白
い
布
地
を
染
め
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
よ
う
。
母
親
は
兵
士
を
掴
も
う
と
腕
を
伸
ば
し
、
口
を

大
き
く
開
い
て
、
必
死
の
形
相
で
兵
士
を
見
上
げ
て
い
る
。
中
景
に
は
も
う
ひ
と
り
、
天
を
仰
ぎ
な
が
ら
画
面
右
手
側
に
歩
い
て
い
く
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六
二

母
親
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
胸
に
抱
か
れ
た
幼
子
は
、
既
に
生
気
を
失
っ
た
灰
色
の
腕
を
下
方
に
垂
ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
画
面
奥

に
は
、
背
を
向
け
る
母
親
や
、
虐
殺
の
場
面
を
振
り
返
る
母
親
た
ち
が
描
か
れ
る
。
背
景
を
見
て
み
る
と
、
画
面
左
に
は
列
柱
が
立

ち
、
後
景
に
は
コ
リ
ン
ト
式
柱
頭
と
フ
リ
ー
ズ
装
飾
を
冠
す
る
神
殿
が
見
ら
れ
る
。
中
央
の
オ
ベ
リ
ス
ク
は
、
ヘ
ロ
デ
王
に
よ
る
虐
殺

の
最
中
、
聖
家
族
が
エ
ジ
プ
ト
へ
逃
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
だ
ろ
う
。
左
奥
に
は
海
と
街
並
み
が
の
ぞ
き
、
晴
れ
た
空
に
は
雲
が
広

が
る
。

全
体
を
眺
め
る
と
、
剣
を
振
り
か
ざ
す
兵
士
と
腕
を
伸
ば
す
母
親
が
対
角
線
を
成
し
、
床
の
上
の
幼
子
と
共
に
、
最
前
景
の
空
間
を

占
め
て
い
る
。
お
ぞ
ま
し
い
虐
殺
の
情
景
で
は
あ
る
も
の
の
、
無
駄
を
排
し
た
舞
台
に
お
い
て
最
小
限
の
人
数
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
非
常
に
整
理
さ
れ
た
場
面
に
映
る
。
兵
士
の
マ
ン
ト
の
真
紅
、
母
親
の
衣
服
の
黄
色
、
そ
し
て
中
景
の
母
親
の
青
色
と
い
う
三
原

色
の
使
用
も
、
簡
潔
な
印
象
を
与
え
る
要
因
だ
ろ
う
。
ま
た
無
垢
な
幼
子
の
犠
牲
が
、
白
い
産
着
と
そ
の
上
に
飛
び
散
る
血
し
ぶ
き
に

よ
っ
て
際
立
て
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
ク
ロ
ッ
パ
ー
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
嬰
児
虐
殺
》
が
同
室
に
飾
ら
れ
て
い
た
他
の
三
点
の
作
品
と
共
に
連
作

を
成
し
て
い
た
と
主
張
す
る
も
の
の
、
こ
の
説
に
は
問
題
点
が
あ
る
。
以
下
、
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
。
第
一
に
、
四
点
の

主
題
内
容
の
関
連
性
が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
作
《
セ
ネ
カ
の
死
》
は
、
ネ
ロ
帝
に
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た

セ
ネ
カ
（
前
四
頃
―
後
六
五
年
）
が
毒
を
あ
お
り
、
死
を
待
つ
場
面
を
表
し
た
作
品
で
あ（

13
）

る
。
ペ
リ
エ
作
《
キ
ケ
ロ
の
死
》
で
は
、
ア

ン
ト
ニ
ウ
ス
（
前
八
二
―
前
三
〇
年
）
を
弾
劾
し
て
い
た
キ
ケ
ロ
（
前
一
〇
三
―
前
四
三
年
）
が
、
三
頭
政
治
の
成
立
に
よ
っ
て
ロ
ー

マ
を
追
わ
れ
、
逃
亡
の
途
上
で
刺
客
に
襲
わ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い（

14
）

る
。
最
後
に
、《
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
》
は
、
若
者
を
堕
落
さ
せ

た
罪
に
問
わ
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
（
前
四
七
〇
頃
―
前
三
九
九
年
）
が
毒
杯
を
受
け
取
り
、
魂
の
不
滅
を
信
じ
て
天
を
指
差
す
姿
を
表
し

た
も
の
で
あ（

15
）

る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
記
三
作
品
が
古
代
史
に
登
場
す
る
哲
学
者
の
死
の
場
面
を
表
し
、
ス
ト
ア
主
義
的
な
「
恒
心
」
を

主
題
と
す
る
点
に
異
論
は
な
い
。
だ
が
、
プ
ッ
サ
ン
が
描
い
た
嬰
児
の
死
を
、
暴
君
の
権
力
の
終
焉
の
し
る
し
と
み
な
す
ク
ロ
ッ
パ
ー
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六
三

の
解
釈
に
は
、
や
や
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ（

16
）

る
。

む
し
ろ
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
同
室
に
飾
ら
れ
て
い
た
他
の
作
品
群
で
あ
る
。
目
録
の
記
載
か
ら
、
こ
の
広
間
に
は
、

グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
（
一
五
七
五
―
一
六
四
二
年
）
作
《
隠
修
士
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
隠
修
士
聖
パ
ウ
ロ
》（
図
6
）、
恐
ら
く
ヘ
ン
ド

リ
ッ
ク
・
テ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ヘ
ン
（
一
五
八
八
―
一
六
二
九
年
）
に
よ
る
《
ペ
テ
ロ
の
否
認
》・《
柱
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
》、

ジ
ュ
リ
オ
・
ベ
ッ
ラ
ド
ン
ナ
（
一
六
九
五
年
頃
活
動
）
作
《
雲
の
上
の
聖
母
子
》、
テ
ィ
マ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
（
生
年
不
明
―
一
六
四
六

年
）
作
《
聖
ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
フ
ェ
レ
ー
ル
》、
ニ
コ
ラ
・
レ
ニ
エ
（
一
五
九
〇
頃
―
一
六
六
七
年
）
作
《
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》（
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
（
一
五
七
一
―
一
六
一
〇
年
）
に
基
づ
く
模
写
）
が
掛
け
ら
れ
て
い（

17
）

た
。
す
な
わ
ち
、
全
十
点
の
う
ち
、
キ
リ
ス
ト
・
聖

母
・
聖
人
を
描
い
た
絵
画
が
六
点
を
占
め
て
お
り
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
嬰
児
虐
殺
》
は
、
こ
れ
ら
の
宗
教
画
と
共
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
の

で
あ（

18
）

る
。

第
二
の
論
点
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
の
み
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
が
や
や
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
目
録
の
記
載
を
確
認
し
て
み
る
と
、
本
作

品
は
一
五
三
番
、
そ
れ
以
外
の
作
品
は
一
五
六
、
一
五
七
、
一
五
八
番
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
連
番
に
な
っ
て
い
な
い
。
寸
法
に
つ
い
て

は
、
後
者
の
三
点
は
全
て
「
縦
八
、
横
十
と
二
分
の
一
パ
ル
モ
」（
約
一
七
六
×
二
三
一
㎝
）
と
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、《
嬰
児
虐

殺
》
は
「
縦
八
、
横
九
パ
ル
モ
」（
約
一
七
六
×
一
九
八
㎝
）
と
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。
加
え
て
、《
嬰
児
虐
殺
》
の
現
在
の
寸
法
は

一
四
七
×
一
七
一
㎝
で
あ
り
、
目
録
上
の
記
述
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
い
こ
と
に
な（

19
）

る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
目
録
の
記

載
と
現
存
作
例
の
寸
法
の
差
異
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、《
嬰
児
虐
殺
》
が
他
の
三
点
よ
り
小
さ
い
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
三
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
四
点
が
連
作
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
点
で
あ
る
。
前
述
の
ク
ロ
ッ
パ
ー
は
、
四
点

を
関
連
付
け
る
根
拠
と
し
て
、
目
録
上
、
い
ず
れ
の
作
品
に
も 

「
扉
上
」 

と
の
表
記
が
見
ら
れ
る
点
を
挙
げ
た
。
特
に
プ
ッ
サ
ン
が
描
い

た 

《
嬰
児
虐
殺
》 

で
は
、
視
点
が
低
く
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
か
ら
見
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
描
か
れ
た
と
し
て
い（

20
）

る
。

こ
の
よ
う
な
目
録
上
の
記
載
と
作
品
の
造
形
的
特
徴
か
ら
、
筆
者
も
、
本
作
品
が
鑑
賞
者
の
目
の
高
さ
で
は
な
く
、
壁
面
の
上
方
に
飾
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六
四

ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
目
録
を
精
査
し
て
み
る
と
、《
嬰
児
虐
殺
》
は
「
扉
上
の
絵
画
（U

n quadro 

supraporto

）」
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
他
の
三
点
は
「
扉
上
の
大
型
絵
画
（U
n quadro Sopraporto grande

）」
と
記
載
さ
れ
て

お
り
、
表
記
は
一
様
で
は
な（

21
）

い
。
ま
た
、
一
六
五
五
年
頃
の
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
宮
殿
二
階
部
分
の
見
取
り
図
の
う
ち
、
上
記
四
点

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
「
螺
旋
階
段
へ
と
入
る
五
番
目
の
大
広
間
」
で
は
、
扉
は
、
隣
接
す
る
広
間
へ
と
続
く
東
側
と
西
側
、
そ
し
て
螺

旋
階
段
に
続
く
西
側
の
扉
の
三
か
所
が
確
認
さ
れ
る
（
図
7 （

22
）

）。
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
が
壁
の
高
い
位
置
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は

あ
る
も
の
の
、
上
記
の
三
つ
の
扉
の
上
に
飾
ら
れ
て
い
た
の
は
、
連
番
で
記
載
さ
れ
る
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
ら
の
三
点
の
大
型
作
品
と
推
測

す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う（

23
）

か
。
先
に
考
察
し
た
四
点
の
主
題
内
容
の
関
連
性
の
低
さ
と
、
四
作
品
の
寸
法
の
違
い
も
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
が
、
当
初
か
ら
連
作
を
意
図
し
て
、
四
人
の
画
家
に
作
品
を
注
文
し
た
と
は
想
定
し
に

く
い
。

上
述
の
検
討
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
嬰
児
虐
殺
》
は
、
必
ず
し
も
ス
ト
ア
派
の
哲
人
の
死
を
描
い
た
三
点
と
関
連
し
な
い
と
思
わ
れ

る
。
四
点
が
当
初
か
ら
連
作
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
本
作
品
の
制
作
年
を
、
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
が
ジ
ュ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ー
ニ
家
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
六
三
二
年
以
降
と
想
定
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
制
作
年
代
の
推
定
に
と
っ
て
重
要
な

手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
リ
ー
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
準
備
素
描
で
あ
る
（
図
8 （

24
）

）。
本
葉
に
は
、
や
や
幅
広
の
ペ
ン
に
よ
っ
て
モ

テ
ィ
ー
フ
の
形
態
を
規
定
し
、
ハ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
陰
影
を
施
す
手
法
が
見
ら
れ
る
。
同
様
の
ペ
ン
に
よ
る
力
強
い
描
線
や
簡
略
化

さ
れ
た
顔
の
描
写
が
、《
聖
エ
ラ
ス
ム
ス
の
殉
教
》
の
た
め
の
準
備
素
描
（
図
9
）
に
見
ら
れ
る
の
で
あ（

25
）

る
。《
聖
エ
ラ
ス
ム
ス
の
殉

教
》
は
、
プ
ッ
サ
ン
が
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
聖
堂
の
た
め
に
制
作
し
た
祭
壇
画
で
あ
り
、
一
六
二
八
年
二
月
五
日
に
受

注
、
一
六
二
九
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
画
料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
直
後
に
は
、
別
の
大
型
祭
壇
画
で
あ
る
《
聖
母
の
出

現
》（
パ
リ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）
に
取
り
組
ん
だ
。
つ
ま
り
プ
ッ
サ
ン
は
一
六
二
八
年
頃
に
《
嬰
児
虐
殺
》
の
た
め
の
準
備
素
描
に

取
り
掛
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
重
要
な
祭
壇
画
を
受
注
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
制
作
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

六
五

す
な
わ
ち
、
本
作
品
は
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
ら
の
三
作
品
と
は
別
に
、
一
六
二
八
年
頃
に
は
着
手
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
準
備
素
描
と
完
成
作
を
比
較
し
て
み
る
と
、
プ
ッ
サ
ン
が
効
果
的
な
画
面
構
成
を
求
め
て
試
行
錯
誤
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
ま
ず
構
想
段
階
で
は
、
中
央
の
母
子
の
周
囲
に
多
数
の
嬰
児
の
遺
体
が
転
が
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
完
成
作
で
は
一
切
排
除
さ
れ

た
。
ま
た
、
最
前
景
の
嬰
児
の
体
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
脇
腹
の
傷
か
ら
出
血
す
る
様
子
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
点

も
注
目
に
値
す
る
（
図
10
）。
さ
ら
に
、
素
描
に
見
ら
れ
る
中
景
の
母
親
は
、
前
景
の
兵
士
を
振
り
返
り
つ
つ
逃
げ
て
い
る
が
、
完
成

作
の
母
親
は
既
に
殺
さ
れ
た
息
子
を
抱
え
、
絶
望
の
な
か
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
同
時
に
完
成
作
で
は
、
ち
ょ
う
ど
兵
士
の
脚
の

間
か
ら
の
ぞ
く
よ
う
に
、
殺
戮
の
場
面
を
振
り
返
る
母
親
が
遠
景
に
描
き
こ
ま
れ
、
画
面
右
奥
に
も
、
子
ど
も
を
抱
え
て
逃
げ
去
ろ
う

と
す
る
母
親
の
後
ろ
姿
が
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
準
備
素
描
か
ら
完
成
作
へ
と
至
る
変
更
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
プ
ッ

サ
ン
は
、
単
に
殺
戮
の
混
乱
を
表
す
の
で
は
な
く
、「
嬰
児
虐
殺
」
に
直
面
し
て
様
々
な
感
情
を
経
験
す
る
母
親
た
ち
を
、
画
面
の
中

に
並
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
母
親
た
ち
の
感
情
表
現
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
考
察
を
続
け
る
。

以
上
、
第
二
章
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
本
作
品
が
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
に
お
い
て
大
型
の
宗
教
画
と
共
に
飾
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
恐
ら
く
一
六
二
八
年
頃
に
は
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
嬰
児
の
右
脇
腹
の
傷
口
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
次
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
作
品
を
特
徴
づ
け
る
「
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵

士
」
の
着
想
源
と
な
っ
た
典
拠
を
紐
解
き
、
感
情
表
現
の
考
察
へ
と
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
　「
嬰
児
虐
殺
」
の
図
像
伝
統
と
典
拠
―
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』

中
央
の
兵
士
が
嬰
児
を
踏
む
と
い
う
行
為
が
、
先
行
作
例
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
一
六
三
二
年
刊
行
の
マ
リ
ー
ノ
の
『
嬰
児
虐

殺
』
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
ク
ロ
ッ
パ
ー
ら
は
マ
リ
ー
ノ
の
詩
が
典
拠
と
な
っ
た
と
い
う
説
を
唱
え
て
き
た
。
だ
が
、
前
章
で
の
検

討
に
よ
り
、
本
作
品
は
一
六
二
八
年
頃
に
は
着
手
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
画
家
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は
な
ぜ
「
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
」
を
画
面
中
央
に
大
き
く
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
マ
リ
ー
ノ
が
『
嬰
児
虐
殺
』
執
筆
に

当
た
っ
て
参
照
し
た
ピ
エ
ト
ロ
・
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
（
一
四
九
二
―
一
五
五
六
年
）
作
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』（
初
版
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
、
一
五
三
四
年
）
に
着
想
を
得
た
と
い
う
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
ら
の
見
解
を
支
持
す（

26
）

る
。
後
者
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
断
片
的

な
指
摘
に
留
ま
っ
て
き
た
た
め
、
本
論
で
は
、
制
作
背
景
や
著
作
の
該
当
箇
所
を
丁
寧
に
検
討
し
、
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
作
品
と
の
関
連

を
論
証
し
た
い
。

ま
ず
、
図
像
伝
統
を
概
観
し
、「
嬰
児
虐
殺
」
と
い
う
主
題
を
扱
っ
た
作
品
に
お
い
て
、「
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
」
が
ど
の
程
度

描
か
れ
て
き
た
の
か
、
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。「
嬰
児
虐
殺
」
は
、
特
に
一
四
世
紀
初
頭
か
ら
イ
タ
リ
ア
で
好
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
主
題
で
あ（

27
）

る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ッ
ト
（
一
二
六
六
／
六
七
―
一
三
三
七
年
）
に
よ
る
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー
ニ
礼
拝
堂
内
の
壁
面
装
飾

で
は
、
兵
士
と
母
親
が
左
右
に
分
か
れ
て
対
峙
し
、
左
上
に
は
虐
殺
を
命
じ
る
ヘ
ロ
デ
王
の
姿
が
見
ら
れ（

28
）

る
。
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
（
一
四

八
三
―
一
五
二
〇
年
）
の
原
画
に
基
づ
く
マ
ル
カ
ン
ト
ニ
オ
・
ラ
イ
モ
ン
デ
ィ
（
一
四
七
〇
／
八
二
頃
―
一
五
二
七
／
三
四
年
）
の
版

画
（
図
11
）
に
は
、
子
供
を
守
ろ
う
と
胸
に
抱
え
る
母
親
や
髪
を
引
っ
張
ら
れ
る
母
親
、
子
供
の
遺
体
を
抱
え
て
頭
を
垂
れ
る
母
親
な

ど
が
登
場
す（

29
）

る
。
ま
た
、
一
七
世
紀
に
高
い
評
価
を
得
て
い
た
レ
ー
ニ
の
作
例
（
図
12
）
で
は
、
縦
長
画
面
の
最
前
景
に
、
母
親
を
制

し
て
嬰
児
に
剣
を
突
き
刺
そ
う
と
す
る
兵
士
や
、
我
が
子
を
殺
さ
れ
て
天
を
仰
ぐ
母
親
が
表
さ
れ
て
い（

30
）

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
作
例

に
は
兵
士
が
嬰
児
を
踏
み
つ
け
る
姿
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
な
ら
ぬ
プ
ッ
サ
ン
自
身
が
本
作
品
以
前
に
描
い
た
《
嬰
児
虐
殺
》
の
な
か
に
、「
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
」

が
描
か
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
現
在
、
プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
《
嬰
児
虐
殺
》（
図
13
）
は
、
か
つ
て
帰
属

が
疑
わ
れ
て
い
た
た
め
に
考
察
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
近
年
で
は
プ
ッ
サ
ン
が
一
六
二
五
―
二
六
年
頃
に
描
い
た
真
筆

作
品
と
認
め
ら
れ
て
い（

31
）

る
。
こ
の
第
一
作
で
は
、
横
長
画
面
の
前
景
に
、
三
人
の
兵
士
と
抵
抗
す
る
母
親
た
ち
が
横
並
び
に
配
さ
れ
、

床
に
は
襲
撃
を
受
け
た
男
児
が
転
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
右
端
に
は
、
う
つ
伏
せ
の
幼
児
の
背
中
を
左
足
で
押
さ
え
つ
け
、
剣
で
止
め
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を
刺
そ
う
と
す
る
兵
士
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
が
着
想
を
得
た
書
物
は
、
一
六
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
る
マ

リ
ー
ノ
に
よ
る
『
嬰
児
虐
殺
』
で
は
な
く
、
マ
リ
ー
ノ
が
『
嬰
児
虐
殺
』
を
構
想
す
る
際
に
参
照
し
た
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
『
キ
リ

ス
ト
の
人
性
』
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
説
を
裏
付
け
る
た
め
、
マ
リ
ー
ノ
が
「
嬰
児
虐
殺
」
を
主
題
と
す
る
詩
を
執

筆
し
た
背
景
を
確
認
し
た
う
え
で
、
マ
リ
ー
ノ
と
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
比
較
を
行
い
た
い
。

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
マ
リ
ー
ノ
は
、
パ
リ
で
活
動
し
て
い
た
プ
ッ
サ
ン
に
ロ
ー
マ
行
き
を
勧
め
た
ナ
ポ
リ
出
身
の
詩
人
で

あ
る
。
芸
術
愛
好
家
で
あ
っ
た
彼
は
、
先
に
挙
げ
た
レ
ー
ニ
作
《
嬰
児
虐
殺
》
に
強
い
感
銘
を
受
け
、
自
著
『
ガ
レ
リ
ア
』（
初
版
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
一
六
一
九
年
）
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
賛
辞
を
送
っ
た
。

何
と
い
う
こ
と
を
す
る
の
だ
、
グ
イ
ド
よ
。
／
天
使
の
姿
を
描
写
す
る
そ
の
手
で
、
今
や
血
を
題
材
に
取
り
、
血
を
も
た
ら
す
と

は
。
／
血
ま
み
れ
の
子
供
た
ち
を
生
き
返
ら
せ
て
お
き
な
が
ら
、
彼
ら
に
新
た
な
死
を
与
え
る
の
が
見
え
る
だ
ろ
う
か
。
／

あ
ぁ
、
残
酷
で
あ
り
な
が
ら
哀
れ
み
深
い
、
な
ん
と
高
尚
な
作
り
手
な
の
だ
ろ
う
。
／
悲
劇
的
な
出
来
事
を
も
愛
ら
し
い
も
の
と

し
、
恐
怖
に
悦
び
を
伴
わ
せ
る
術
を
熟
知
し
て
い
る
と（

32
）

は
。

悲
惨
な
殺
戮
に
巻
き
込
ま
れ
た
母
親
や
幼
児
を
、
甘
美
な
人
物
像
と
し
て
表
し
た
レ
ー
ニ
の
絵
画
に
触
発
さ
れ
た
マ
リ
ー
ノ
は
、
自
ら

も
一
六
二
〇
年
代
前
半
に
「
嬰
児
虐
殺
」
を
主
題
と
す
る
詩
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
実
際
に
詩
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
彼
の
死

後
、
一
六
三
二
年
の
こ
と
で
あ
っ（

33
）

た
。
確
か
に
、
プ
ッ
サ
ン
は
一
六
二
三
年
に
パ
リ
で
マ
リ
ー
ノ
と
知
り
合
っ
て
お
り
、
詩
人
が
目
下

準
備
中
で
あ
っ
た
『
嬰
児
虐
殺
』
の
構
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な（

34
）

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ッ
サ
ン
は
一
六
二
四
年
に
マ

リ
ー
ノ
の
助
言
で
ロ
ー
マ
へ
移
り
住
ん
だ
も
の
の
、
当
の
マ
リ
ー
ノ
は
一
六
二
五
年
三
月
二
十
五
日
に
ナ
ポ
リ
で
他
界
し
て
い（

35
）

る
。
し

た
が
っ
て
、
一
六
二
五
―
二
六
年
頃
に
「
嬰
児
虐
殺
」
を
主
題
と
す
る
第
一
作
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
マ
リ
ー
ノ
の
未
刊
行
の
詩
に
関
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す
る
記
憶
を
頼
り
に
、「
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
」
と
い
う
細
部
を
描
い
た
と
想
定
す
る
の
は
、
や
や
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
加
え
て
、
マ
リ
ー
ノ
と
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
に
お
け
る
該
当
箇
所
を
丁
寧
に
比
較
対
象
す
る
と
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
に
描

か
れ
る
「
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
」
は
、
マ
リ
ー
ノ
の
記
述
よ
り
も
、
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
記
述
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
。

ま
ず
、
一
六
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
マ
リ
ー
ノ
の
『
嬰
児
虐
殺
』
の
詩
に
お
け
る
関
連
箇
所
を
引
用
し
よ
う
。

ま
た
そ
こ
に
は
、
美
し
い
脇
腹
を
露
わ
に
し
た
女
が
ひ
と
り
。
／
哀
れ
に
も
、
美
し
い
胸
と
美
し
い
顔
で
、
能
う
限
り
、
そ
の
愛

し
い
子
ど
も
の
盾
と
な
っ
た
。
／
我
が
子
が
殺
さ
れ
、
奪
わ
れ
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
。
／
し
か
し
恐
ろ
し
く
残
忍
な
男
が
そ
の

上
に
迫
り
、
彼
女
の
黄
金
に
輝
く
髪
を
腕
に
巻
き
つ
け
、
／
ぐ
い
ぐ
い
と
そ
の
繊
細
に
う
ね
る
麗
し
き
金
髪
を
引
き
ち
ぎ
っ
た
。

彼
女
は
蔦
が
幹
に
絡
み
つ
く
よ
う
に
、
／
愛
の
証
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
が
、
／
男
は
そ
の
足
を
、
彼
女
は
そ
の
髪
を
掴
み
、
／

し
か
し
暴
漢
の
ほ
う
が
あ
ま
り
に
も
力
が
強
く
、
つ
い
に
は
彼
女
も
手
を
放
す
し
か
な
か
っ
た
。
／
す
る
と
、
男
は
い
か
つ
い
そ

の
手
で
、
堅
固
な
岩
壁
に
挟
ま
れ
た
近
く
の
城
壁
に
向
か
っ
て
幼
子
を
投
げ
、
壁
に
打
ち
付
け
た
。
／
と
こ
ろ
が
、
放
り
投
げ
る

前
に
、
男
は
／
三
度
も
、
四
度
も
、
子
ど
も
を
振
り
回
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
恐
ろ
し
く
も
、
情
け
容
赦
な
い
振
動
に
身
を
震
わ
せ
、
呆
然
自
失
と
な
っ
た
男
児
は
、
／
恐
怖
に
襲
わ
れ
る
前
に
、
壁
に
衝

突
し
、
傷
を
負
う
矢
先
に
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
／
結
局
、
四
肢
は
折
れ
、
骨
は
砕
け
、
／
全
身
そ
れ
こ
そ
木
っ
端
微
塵
に

な
っ
て
地
面
に
横
た
わ
り
、
唇
と
鼻
か
ら
は
白
い
髄
と
共
に
大
量
に
血
が
流
れ
た
。
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そ
れ
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
残
酷
で
邪
悪
な
男
は
、
足
の
裏
で
そ
の
子
を
踏
み
し
め
る
と
い
う
恥
辱
を
加
え
た
。
／
彼
女
は

（
他
に
ど
う
し
て
よ
い
か
も
分
か
ら
ず
）
神
に
向
か
っ
て
、
／
そ
の
優
し
き
心
情
を
吐
露
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
／
こ
う
叫
ん

だ
。「
あ
ぁ
、
驚
い
て
は
い
け
な
い
、
ひ
と
が
胸
の
う
ち
に
こ
れ
ほ
ど
の
残
酷
さ
と
、
／
そ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
蔑
み
を
宿
し
、
か
く

も
多
く
の
死
者
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
は
。
／
む
し
ろ
そ
れ
に
耐
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
、
天
上
の
王
、
貴
方
様
な
の
で
す
ね（

36
）

」

と
。

上
記
の
よ
う
に
、
マ
リ
ー
ノ
の
詩
で
は
、
幼
子
は
兵
士
に
よ
っ
て
振
り
回
さ
れ
、
殴
打
さ
れ
て
即
死
し
た
後
、
足
で
踏
ま
れ
た
と
記
さ

れ
て
い（

37
）

る
。
そ
れ
に
対
し
、
プ
ッ
サ
ン
の
第
一
作
お
よ
び
第
二
作
で
は
、
確
か
に
兵
士
は
幼
児
を
足
で
踏
ん
で
い
る
も
の
の
、
子
ど
も

は
ま
だ
生
き
て
お
り
、
嬰
児
を
壁
に
打
ち
付
け
る
兵
士
も
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
プ
ッ
サ
ン
は
、
い
ず
れ
の
作
品
に

関
し
て
も
、
マ
リ
ー
ノ
の
著
作
を
直
接
参
照
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
先
に
引
用
し
た
マ
リ
ー
ノ
の
詩
連
に
相
当
す
る
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
描
写
を
引
用
し
よ
う
。

残
忍
な
顔
で
剛
毛
を
振
り
乱
し
、
鎖
帷
子
の
軍
服
を
身
に
つ
け
た
ヘ
ブ
ラ
イ
人
は
、
む
き
出
し
に
し
た
両
腕
の
筋
肉
と
血
管
を
神

経
質
に
震
わ
せ
な
が
ら
、
幼
子
に
両
手
と
唇
で
祝
福
さ
れ
て
い
た
そ
の
母
親
を
掴
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
子
を
奪
っ
て
、
母
親
を
押

し
の
け
る
と
、
幼
子
の
腹
部
を
足
で
踏
み
つ
け
、
傷
を
二
カ
所
負
わ
せ
て
殺
し
、 

苦
し
み
に
喘
ぐ
母
親
を
よ
そ
に
、
兵
士
は
そ
の

哀
れ
な
子
の
片
腕
を
掴
ん
で
高
々
と
掲
げ
、
頭
を
胸
に
落
と
し
た
そ
の
子
の
切
り
傷
か
ら
流
れ
出
る
血
で
母
親
を
溺
れ
さ
せ
よ
う

と
す
る
。
そ
の
ど
く
ど
く
と
溢
れ
る
血
で
傷
口
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
上
品
な
物
腰
で
、
愛
情
深
く
語
る
若
い
女
性

を
目
の
当
た
り
に
す
る
の
は
、
何
と
哀
れ
な
こ
と
か
。
彼
女
は
息
子
の
命
を
奪
っ
た
男
の
前
に
跪
き
、
そ
の
体
を
取
り
戻
そ
う
と

嘆
願
し
た
。
か
く
も
甘
美
で
優
し
い
祈
り
の
言
葉
に
は
、
そ
の
男
以
外
の
誰
し
も
心
を
動
か
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
言
っ
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た
。「
も
し
貴
方
が
血
に
飢
え
て
い
る
の
で
し
た
ら
、
さ
あ
こ
の
胸
へ
、
こ
の
喉
へ
、
剣
を
振
り
下
ろ
し
て
く
だ
さ
い
！
そ
の
子

よ
り
も
わ
た
く
し
の
ほ
う
が
多
く
の
血
を
差
し
出
し
ま
し
ょ
う
。」
こ
の
よ
う
に
母
が
述
べ
る
あ
い
だ
も
、
何
も
分
か
ら
ず
怖
れ

を
抱
く
こ
と
の
な
い
幼
子
は
、
唇
を
突
き
出
し
た
ま
ま
の
姿
で
、
自
ら
を
殺
し
た
相
手
に
口
づ
け
し
よ
う
と
い
う
よ
う
だ
っ
た
。

あ
あ
、
冷
酷
な
大
地
よ
、
な
ぜ
そ
の
時
深
く
沈
み
込
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
天
よ
、
な
ぜ
幼
子
の
脇
腹
に
刺
さ
っ

た
そ
の
剣
を
、
ヘ
ロ
デ
の
心
臓
へ
と
向
け
直
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。

修
辞
を
駆
使
し
、
凄
惨
な
場
面
を
読
者
の
眼
前
に
生
き
生
き
と
描
き
出
す
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
記
述
を
読
む
と
、
マ
リ
ー
ノ
が
そ
れ
に
大

い
に
刺
激
を
受
け
、
こ
の
情
景
を
八
行
詩
に
よ
っ
て
再
演
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、「
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
兵
士
」
の
描
写
に
関
し
て
は
、
興
味
深
い
差
異
が
見
出
さ
れ
る
。
マ
リ
ー
ノ
は
幼
子
が

壁
に
殴
打
さ
れ
て
即
死
す
る
様
子
を
描
写
し
た
の
に
対
し
、
原
典
と
な
っ
た
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
散
文
で
は
、
兵
士
が
嬰
児
の
腹
部
を
足

で
踏
み
つ
け
、
二
度
の
攻
撃
に
よ
っ
て
彼
を
殺
し
た
と
記
述
さ
れ
る
。
さ
ら
に
語
り
手
は
、
兵
士
の
剣
が
嬰
児
の
脇
腹
で
は
な
く
、
ヘ

ロ
デ
の
心
臓
を
刺
し
て
い
た
ら
良
か
っ
た
と
嘆
い
て
お
り
、
幼
子
が
脇
腹
に
傷
を
受
け
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
プ
ッ
サ
ン
は
ア

レ
テ
ィ
ー
ノ
の
こ
の
描
写
に
着
想
を
得
た
か
ら
こ
そ
、
特
に
第
二
作
に
お
い
て
は
、
嬰
児
が
す
で
に
脇
腹
を
刺
さ
れ
て
い
る
点
を
強
調

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
嬰
児
の
脇
腹
の
傷
は
、
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
上
で
負
っ
た
傷
を
連

想
さ
せ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ヘ
ロ
デ
の
命
に
よ
り
虐
殺
さ
れ
た
幼
子
た
ち
は
「
無
辜
嬰
児
殉
教
者
」
と
称
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
に

お
け
る
最
初
の
殉
教
者
と
し
て
、
東
西
い
ず
れ
の
教
会
に
お
い
て
も
信
仰
を
集
め
た
。『
黄
金
伝
説
』
に
は
、「
彼
ら
は
、
み
ず
か
ら
の

血
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
、
あ
ら
ゆ
る
原
罪
を
ま
ぬ
が
れ
た
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、
嬰
児
の
血
が
洗
礼
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い（

39
）

る
。

こ
の
洗
礼
の
秘
跡
は
、
磔
刑
の
後
、
ロ
ー
マ
兵
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
が
キ
リ
ス
ト
の
脇
腹
を
槍
で
刺
す
と
血
と
水
が
溢
れ
た
と
い
う
出
来
事
と

も
結
び
つ
い
て
い（

40
）

た
。
プ
ッ
サ
ン
が
最
前
景
に
描
い
て
見
せ
た
嬰
児
の
右
脇
腹
の
傷
口
は
、
単
な
る
兵
士
の
一
撃
に
留
ま
ら
ず
、
当
時

（
38
）
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の
鑑
賞
者
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
の
脇
腹
の
傷
を
想
起
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
制
作
経
緯
が
導
か
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
プ
ッ
サ
ン
は
パ
リ
で
出
会
っ
た
マ
リ
ー
ノ
に
後
押

し
さ
れ
、
一
六
二
四
年
に
ロ
ー
マ
に
移
り
住
ん
だ
も
の
の
、
詩
人
は
一
六
二
五
年
春
に
死
去
し
た
。
プ
ッ
サ
ン
は
、
マ
リ
ー
ノ
が
生

前
、「
嬰
児
虐
殺
」
を
主
題
と
す
る
詩
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詩
人
の
死
の
直
後
に
あ
た
る
一
六
二
五

―
二
六
年
に
、
本
主
題
を
絵
画
化
す
る
際
に
は
、
マ
リ
ー
ノ
の
詩
は
未
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
第
一
作
の
制
作

の
た
め
に
、
マ
リ
ー
ノ
の
作
品
の
原
典
と
も
な
っ
た
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
著
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』
を
た
ず
ね
た
。
そ
の
後
、
一
六
二
八
年

頃
に
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
た
め
の
第
二
作
を
構
想
す
る
に
あ
た
り
、
プ
ッ
サ
ン
は
再
び
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
を
紐
解
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
嬰
児
が
脇
腹
に
剣
を
受
け
た
と
す
る
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
記
述
に
触
発
さ
れ
た
プ
ッ
サ
ン
は
、
幼
児
を
真
っ
白
な
布
の
上

に
横
た
わ
ら
せ
、
溢
れ
出
る
鮮
血
を
強
調
し
て
描
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
画
家
が
準
備
素
描
か
ら
完
成
作
に
至
る
過
程
で
、
幼
子
の
柔

ら
か
い
腹
部
と
傷
口
が
鑑
賞
者
に
よ
く
見
え
る
よ
う
、
幼
子
の
身
体
の
向
き
を
変
え
た
事
実
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
そ
の
結

果
、
兵
士
が
嬰
児
の
脇
腹
を
刺
し
、
腹
部
を
足
で
押
さ
え
つ
け
、
今
ま
さ
に
剣
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
す
る
と
い
う
、
絵
画
伝
統
に
は
な

い
緊
迫
し
た
場
面
が
呈
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
手
法
と
感
情
表
現

前
章
の
考
察
を
通
じ
て
、
プ
ッ
サ
ン
が
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』
を
基
に
、
兵
士
に
脇
腹
を
刺
さ
れ
、
腹
部
を
踏
ま

れ
る
嬰
児
を
描
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
一
六
世
紀
前
半
に
ロ
ー
マ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
活
躍
し

た
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
は
、
王
侯
貴
族
に
向
け
た
機
知
に
富
む
諷
刺
や
猥
雑
な
好
色
文
学
に
よ
っ
て
名
高
い
文
人
で
あ
り
、
プ
ッ
サ
ン
が
ア

レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
を
典
拠
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
マ
リ
ー
ノ
が
『
嬰
児
虐
殺
』
の
詩

を
執
筆
す
る
際
、
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
、
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
聖
書
や
聖
人
伝
を
、
脚
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色
を
交
え
て
豊
か
に
描
写
し
た
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
宗
教
的
著
作
は
、
出
版
当
初
か
ら
大
変
な
人
気
を
博
し
た
。『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』

に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
五
三
五
年
の
初
版
か
ら
一
五
五
一
年
ま
で
に
、
実
に
八
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一
五
五
八
年
に
は
カ
ト
リ
ッ

ク
改
革
の
一
環
と
し
て
禁
書
化
さ
れ
る
も
の
の
、
一
七
世
紀
に
偽
名
に
よ
る
版
が
五
つ
も
刊
行
さ
れ
、
一
五
三
九
年
と
一
六
〇
五
年
に

は
フ
ラ
ン
ス
語
版
も
刷
ら
れ（

41
）

た
。

注
目
す
べ
き
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
第
二
作
の
構
想
が
始
ま
っ
た
一
六
二
八
年
に
、
本
書
の
新
版
が
刊
行
さ
れ
た
点
で
あ（

42
）

る
。
こ
の
一
六

二
八
年
の
イ
タ
リ
ア
語
版
が
人
々
の
間
で
話
題
と
な
り
、
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高

い
。
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
や
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
派
の
絵
画
を
核
に
、
一
六
二
〇
年
頃
ま
で

は
同
時
代
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
派
や
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
作
品
も
多
数
、
収
集
し
て
い（

43
）

た
。
彼
が
愛
好
し
た
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
、
ア
レ

テ
ィ
ー
ノ
の
親
友
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
（
一
五
二
八
―
八
八
年
）
も
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』
に
着
想
を
得
た
作
品

を
残
し
て
い（

44
）

る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
ロ
ー
マ
到
着
後
の
早
い
時
期
に
制
作
し
た
《
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》（
一

五
九
四
年
、
ロ
ー
マ
、
ド
ー
リ
ア
・
パ
ン
フ
ィ
ー
リ
美
術
館
）
や
、《
マ
ル
タ
と
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》（
一
五
九
七
―
九
八
年
頃
、
デ

ト
ロ
イ
ト
美
術
館
）
も
、
同
書
の
記
述
に
基
づ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（

45
）

る
。
こ
う
し
た
文
化
的
環
境
の
な
か
で
、
プ
ッ
サ
ン
が
ジ
ュ

ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
た
め
に
、
絵
画
的
な
描
写
に
富
む
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』
を
通
じ
て
着
想
を
育
む
と
い
う
こ
と

は
、
充
分
に
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

一
組
の
兵
士
と
母
子
の
み
を
大
き
く
表
す
と
い
う
画
面
構
成
も
ま
た
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た

も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
所
蔵
の
第
一
作
と
の
比
較
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
二
作
の
特
徴
は
、
画

面
中
央
に
一
組
の
人
物
群
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描
く
点
に
あ（

46
）

る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
構
成
は
、
一
六
二
四
―
二
五
年
頃
に
ロ
ー
マ

で
版
刻
さ
れ
た
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
テ
ラ
（
一
五
九
六
―
一
六
五
七
年
）
の
原
画
に
基
づ
く
木
版
画
（
図
14
）
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の（

47
）

の
、

プ
ッ
サ
ン
に
直
接
的
な
刺
激
を
与
え
た
の
は
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
が
所
有
し
て
い
た
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ス
フ
ー
ト
（
一
五
九
七
―
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一
六
五
五
年
）
に
よ
る
《
嬰
児
虐
殺
》（
図
15
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
出
身
の
画
家
ス
フ
ー
ト
が
、
ロ
ー

マ
滞
在
中
の
一
六
二
五
―
二
七
年
に
描
い
た
こ
の
作
品
で
は
、
縦
長
画
面
の
中
央
に
幼
子
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
母
親
と
、
彼
女
を
引
き
剥

が
そ
う
と
す
る
兵
士
が
大
き
く
表
さ
れ
て
い（

48
）

る
。
ス
フ
ー
ト
が
描
い
た
《
嬰
児
虐
殺
》
は
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
の
「
二
階
の
大

広
間
」
に
掛
け
ら
れ
て
い（

49
）

た
。
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
た
め
に
同
主
題
作
品
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
プ
ッ
サ
ン
は
、
当
家
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
縦
三
ｍ
を
超
え
る
ス
フ
ー
ト
の
大
型
絵
画
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
意
図
的
に
類
似
し
た
画
面
構
成
を
採
用
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
こ
の
作
品
と
の
競
作
を
意
図
し
て
い
た
プ
ッ
サ
ン
は
、
ス
フ
ー
ト
に
よ
る
大
胆
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
構
成
を
自
作
に
取

り
入
れ
つ
つ
も
、
同
時
に
積
極
的
に
相
違
点
を
打
ち
出
し
た
。
ス
フ
ー
ト
の
描
く
兵
士
が
剣
先
を
下
に
向
け
て
、
母
親
を
幼
子
か
ら
引

き
離
そ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
プ
ッ
サ
ン
は
足
で
嬰
児
の
自
由
を
奪
い
、
大
き
く
振
り
か
ぶ
る
兵
士
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
ス
フ
ー
ト

作
品
に
は
、
逃
げ
惑
う
母
親
や
天
使
、
神
殿
に
姿
を
見
せ
る
ヘ
ロ
デ
王
等
が
登
場
し
、
全
体
と
し
て
混
乱
し
た
殺
戮
の
場
面
が
表
さ
れ

て
い
る
。
他
方
、
プ
ッ
サ
ン
は
兵
士
を
一
人
だ
け
に
絞
り
、
嬰
児
の
自
由
を
奪
い
、
止
め
を
刺
そ
う
と
す
る
動
作
を
描
く
こ
と
に
よ

り
、
殺
害
直
前
の
緊
張
感
あ
る
瞬
間
を
捉
え
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。

プ
ッ
サ
ン
は
、
阿
鼻
叫
喚
の
虐
殺
場
面
を
描
い
た
ス
フ
ー
ト
と
の
差
異
化
を
図
る
に
際
し
て
も
、
前
述
の
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
『
キ
リ

ス
ト
の
人
性
』
か
ら
様
々
な
示
唆
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
、
本
作
品
の
背
景
を
眺
め
て
み
る
と
、
古
代
風
神
殿

の
開
け
た
場
所
が
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
左
端
に
は
列
柱
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
舞
台
設
定
は
、
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
に
見
ら
れ
る

「
エ
ル
サ
レ
ム
に
は
、
百
本
の
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
大
き
な
建
物
が
あ
り
、
広
々
と
し
た
空
間
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。（50
）

」
と
い
う
説

明
を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
同
書
で
は
、「
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
婦
人
た
ち
は
王
の
命
令
に
よ
っ
て
召
喚
さ
れ
、

皆
揃
っ
て
静
か
に
し
て
い
た
が
、
恐
怖
に
満
ち
て
い
た
。（51
）

」
と
い
う
一
節
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
は
自
ら
の
作
品
の
舞
台

を
、
ヘ
ロ
デ
王
が
幼
子
を
持
つ
母
親
た
ち
を
集
め
た
と
い
う
柱
の
あ
る
神
殿
に
設
定
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
後
景
に
描
か
れ
て
い
る
三



哲
学
研
究

　
第
六
百
三
号

七
四

人
の
母
親
は
、
ち
ょ
う
ど
上
半
身
だ
け
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
恐
ら
く
最
前
景
の
兵
士
と
母
親
が
い
る
場
所
が
ス
テ
ー
ジ
の
よ

う
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
向
こ
う
に
階
段
が
あ
っ
て
、
や
や
低
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
遠
景
の
母
親
た
ち
が
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
三
人
の
様
子
を
正
確
に
記
述
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
も
の
の
、
兵
士
の
右
脚
の
下
に
見
ら
れ
る
、
視
線
を
こ
ち
ら
へ
向
け

る
母
親
は
、
口
を
大
き
く
開
け
、
眉
も
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
我
が
子
を
抱
い
て
逃
げ
つ
つ
も
、
振
り
向
き
ざ
ま
に
兵
士

の
残
虐
な
行
為
を
目
撃
し
て
し
ま
い
、
戦
慄
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
右
側
の
女
性
は
、
目
を
伏
せ
、
頭
に
被
っ
て
い
る
白
い

ベ
ー
ル
を
顔
の
前
に
持
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
殺
戮
の
場
面
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
思
わ
ず
目
を
覆
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
画
面
右
端
の
後
ろ
姿
の
母
親
に
つ
い
て
は
、
幼
子
の
血
色
が
良
い
こ
と
、
ス
カ
ー
ト
の
右
側
が
幾
分
、
風
を
は
ら
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
を
抱
え
て
駆
け
出
し
た
姿
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
や
や
曖
昧
な
描
写
に
留
ま
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
プ
ッ
サ
ン
が
未
だ
虐
殺
の
手
が
及
ん
で
い
な
い
母
親
た
ち
の
様
子
を
描
こ
う
と
苦
心
し
た
結
果
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

遠
景
の
副
次
的
人
物
と
比
較
し
て
、
よ
り
明
確
な
描
写
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
が
、
中
景
に
登
場
す
る
、
画
面
右
手
に
歩
い
て
い
く

母
親
で
あ
る
。
最
前
景
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
残
酷
な
殺
害
の
場
面
、
そ
し
て
遠
景
の
虐
殺
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
母
親
の
間
に
、
男
児

の
遺
骸
を
抱
え
て
立
ち
去
る
母
親
を
対
比
的
に
描
き
こ
む
こ
と
で
、
悲
劇
の
結
末
を
明
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
加
え
て
、
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』
に
お
い
て
、
前
章
で
検
討
し
た
「
兵
士
が
幼
子
を
踏
み
つ
け
る
」
場
面
の

直
前
に
、
我
が
子
を
殺
さ
れ
て
、
血
の
気
を
失
っ
た
母
親
に
関
す
る
描
写
が
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
は
、「
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
過
酷
な
状
況
の
な
か
で
、
そ
の
母
親
は
倒
れ
、
血
の
気
を
失
い
、
三
人
﹇
の
子
ど
も
﹈
の
血
に
身
を
浸
し
た
。
そ
の
様
子

は
、
鮮
紅
色
に
染
め
ら
れ
た
大
理
石
の
よ
う
に
見
え
た
。（52
）

」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
母
親
の
描
写
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
の
中
景
に

見
ら
れ
る
、
血
の
滴
る
我
が
子
を
抱
い
た
母
親
の
姿
と
関
連
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
、
本
作
品
を
観
察
す
る
と
、
彼
女
の
腕

に
抱
か
れ
た
嬰
児
の
頭
部
か
ら
鮮
血
が
流
れ
、
肩
を
伝
っ
て
零
れ
落
ち
る
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
の
引
用
箇
所
を
読

ん
だ
プ
ッ
サ
ン
は
、
絵
画
や
彫
刻
に
造
詣
の
深
か
っ
た
文
筆
家
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
が
、
子
を
失
っ
た
母
親
を
大
理
石
の
彫
刻
に
譬
え
た
点
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に
敏
感
に
反
応
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
中
景
の
母
親
に
つ
い
て
は
、
古
代
彫
刻
に
示
唆
を
得
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る

か
ら
だ
。
具
体
的
に
は
、
左
手
で
衣
服
を
掴
み
な
が
ら
走
る
《
逃
げ
る
ニ
オ
ベ
の
娘
》（
図
16
）（53
）

 

や
、《
メ
デ
イ
ア
の
復
讐
》（
パ
リ
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）
に
見
ら
れ
る
、
メ
デ
イ
ア
の
呪
い
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
ク
レ
ウ
ー
サ
の
顔
と
、
絶
望
の
あ
ま
り
頭
部
に
手
を
や

る
父
ク
レ
オ
ー
ン
の
身
振
り
と
の
関
連
が
見
出
さ
れ
て
い（

54
）

る
。
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
は
、
血
の
気
を
失
っ
た
母
親
が
地
面
に
倒
れ
こ
み
、
我

が
子
か
ら
流
れ
出
る
血
に
身
を
染
め
た
様
子
を
迫
真
的
に
描
き
出
し
て
い
る
も
の
の
、
仮
に
プ
ッ
サ
ン
が
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
字
義
通
り

に
絵
画
化
し
た
な
ら
ば
、
鑑
賞
に
堪
え
な
い
過
度
に
残
酷
な
描
写
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
画
家
は
母
親
を
描
く
に
際
し
、
著
名
な

古
代
彫
刻
に
見
ら
れ
る
身
振
り
を
取
ら
せ
る
こ
と
で
、
血
の
気
を
失
っ
た
母
親
を
大
理
石
彫
刻
と
称
し
た
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
レ
ト
リ
ッ

ク
に
応
答
し
つ
つ
、
同
時
に
、
恐
怖
や
絶
望
と
い
う
情
念
を
、
明
快
か
つ
節
度
を
も
っ
て
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

エ
ベ
ル
ト
＝
シ
フ
ェ
ラ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
代
彫
刻
に
依
拠
し
つ
つ
、
画
中
の
登
場
人
物
の
「
感
情
（affetti

）」
を
適
切
に

表
現
す
る
手
法
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
み
な
ら
ず
、
一
六
三
〇
年
頃
、
ロ
ー
マ
に
出
入
り
し
て
い
た
画
家
に
よ
っ
て
積
極
的
に
試
み
ら
れ

て
い（

55
）

た
。
古
代
彫
刻
の
人
物
像
に
見
ら
れ
る
所
作
や
表
情
を
、
一
定
の
感
情
を
表
す
身
振
り
言
語
と
し
て
絵
画
作
品
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
恐
怖
や
死
別
の
悲
し
み
、
身
体
的
苦
痛
、
慟
哭
な
ど
の
強
い
感
情
を
、
抑
制
さ
れ
た
仕
方
で
示
せ
る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
古
代
彫
刻
を
模
範
と
し
、
登
場
人
物
の
感
情
を
効
果
的
に
表
現
し
た
先
達
と
し
て
は
、
前
章
で
検
討
し
た
グ
イ
ド
・
レ
ー

ニ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
同
じ
く
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
派
の
第
二
世
代
の
画
家
で
、
プ
ッ
サ
ン
が
熱
心
に
学
ん
だ
と
い
う
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
（
一
五

八
一
―
一
六
四
一
年
）
の
作
品
で
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
に
代
表
さ
れ
る
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
匠
の
作
例
に
み
ら
れ
る
造
形
言
語
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
触
発
さ
れ
た
プ
ッ
サ
ン
は
、《
嬰
児
虐
殺
》
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
悲
劇
的
な
主
題
を
表
す
古
代
彫
刻

や
石
棺
に
倣
い
、
芸
術
家
や
愛
好
家
の
間
で
理
解
さ
れ
て
い
る
造
形
言
語
を
援
用
し
て
、
中
景
の
母
親
の
強
い
嘆
き
を
演
出
し
た
の
で

あ
る
。
前
景
中
央
の
兵
士
に
つ
い
て
も
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
マ
ウ
ソ
ロ
ス
霊
廟
に
由
来
す
る
《
ア
マ
ゾ
ン
族
の
戦
い
の
浮
彫
》

（
図
17
）
の
右
端
に
見
ら
れ
る
、
女
の
髪
を
掴
む
兵
士
を
源
泉
と
す
る
と
の
指
摘
が
あ（

56
）る

。
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
は
二
〇
一
七
年
時
点
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で
、
プ
ッ
サ
ン
が
こ
の
浮
彫
に
関
す
る
情
報
を
得
ら
れ
た
確
証
は
な
い
と
留
保
し
つ
つ
、
こ
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
軍

と
ア
マ
ゾ
ン
族
の
女
性
と
の
戦
闘
場
面
を
表
し
た
古
代
石
棺
は
、
現
存
作
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
兵
士
が
女
性
を
組
み
伏
せ
る
場
面
を

示
す
着
想
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
種
の
浮
彫
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

古
代
彫
刻
の
研
究
に
基
づ
き
、
登
場
人
物
の
身
振
り
や
表
情
を
工
夫
す
る
と
い
う
手
法
に
は
、
適
切
な
先
行
作
例
を
「
選
択
す
る

（electio

）」
と
い
う
、
画
家
の
判
断
力
の
確
か
さ
を
示
す
効
果
が
あ
っ（

57
）

た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
プ
ッ
サ
ン
が
中
央
の
兵

士
を
描
く
に
際
し
、
よ
り
積
極
的
な
意
図
を
持
っ
て
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
古
代
彫
刻
を
新
た
に
挙
げ
た
い
。
そ
れ
は
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ー
ニ
家
が
所
有
し
て
い
た
通
称
《
獅
子
を
殺
そ
う
と
す
る
剣
闘
士
》
で
あ
る
。
こ
の
像
は
、
現
在
、
バ
ッ
サ
ー
ノ
・
ロ
マ
ー
ノ
の

ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
の
庭
園
に
置
か
れ
て
お
り
、
激
し
く
損
傷
し
て
い
る
。
だ
が
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
が
自
邸
の
古
代
彫
刻

を
版
刻
さ
せ
た
版
画
集
『
ガ
レ
リ
ア
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ナ
』（
ロ
ー
マ
、
一
六
三
一
年
）
の
中
に
、
該
当
す
る
彫
刻
を
表
し
た
一

葉
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
図
18
）（58
）

。
こ
こ
で
は
、
兵
士
が
ラ
イ
オ
ン
に
片
膝
を
載
せ
、
頭
部
を
掴
ん
で
剣
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
が
《
嬰
児
虐
殺
》
に
登
場
す
る
兵
士
を
描
く
際
に
、
こ
の
彫
像
あ
る
い
は
そ
れ
に
基
づ
く
版
画
か
ら
着
想
を

得
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ（

59
）

る
。

こ
の
《
獅
子
を
殺
そ
う
と
す
る
剣
闘
士
》
と
い
う
彫
像
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
左
脚
を
獅
子
の
背
に
乗
せ
て
組
み
伏
せ
る
と
い

う
姿
勢
で
あ
る
。
実
は
同
様
の
姿
勢
が
、
同
じ
く
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
作
《
勝
利
者
ア

モ
ル
》（
図
19
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
ッ
リ
ア
ー
ノ
は
、
片
脚
を
上
げ
な
が
ら
腰
掛
け
る
と
い
う
ア
モ
ル
の
挑
発
的
な
姿
勢
が
、

《
獅
子
を
殺
そ
う
と
す
る
剣
闘
士
》
に
基
づ
く
可
能
性
を
指
摘
し
て
い（

60
）

る
。
プ
ッ
サ
ン
自
身
も
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
の
古
代
彫

刻
を
想
起
さ
せ
る
兵
士
を
描
く
こ
と
で
、
所
有
者
の
目
を
喜
ば
せ
よ
う
と
意
図
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
プ
ッ
サ
ン

が
単
に
姿
勢
を
模
倣
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
古
代
彫
刻
を
思
わ
せ
る
堅
固
な
身
体
描
写
や
、
古
代
美
術
を
模
範
と
し
た
感
情
表
現
ま
で

も
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
、
プ
ッ
サ
ン
が
本
作
品
に
お
い
て
試
み
た
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
手
法
と
古
代
美
術
へ
の
言
及
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七
七

を
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
展
示
空
間
に
戻
し
て
考
察
す
る
。

五
　
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
趣
味
の
変
化
に
応
じ
た
様
式
選
択

第
四
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
に
お
い
て
は
、「
嬰
児
虐
殺
」
の
伝
統
的
な
表
現
と
は
異
な
り
、
一
組
の
兵
士
と

母
子
が
最
前
景
に
大
き
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
手
法
は
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
の
絵
画
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
鑑
賞
者
の
目
を
惹
き
付
け
る
た
め
に
戦
略
的
に
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
20
）。
今
一
度
、
プ
ッ
サ
ン
の

《
嬰
児
虐
殺
》
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
「
螺
旋
階
段
へ
と
入
る
五
番
目
の
大
広
間
」
に
展
示
さ
れ
て
い
た
諸
作
品
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
。
第
二
章
で
も
紹
介
し
た
財
産
目
録
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
当
室
に
は
、
二
ｍ
を
超
え
る
大
型
作
品
が
並
ん
で
い
た
。
具
体
的
に
は
、

レ
ー
ニ
作
《
隠
修
士
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
隠
修
士
聖
パ
ウ
ロ
》
は
二
九
〇
×
一
八
七
㎝
、
テ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ヘ
ン
に
帰
属
さ
れ
る
《
ペ
テ

ロ
の
否
認
》・《
柱
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
》
は
い
ず
れ
も
二
八
六
×
二
九
八
㎝
、
レ
ニ
エ
に
よ
る
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
作
品
の
模

写
《
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》
は
二
二
〇
×
一
五
四
㎝
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。
目
録
に
記
載
さ
れ
る
題
名
と
画
家
名
か
ら
推
察
す
る
に
、

い
ず
れ
も
主
題
と
な
る
聖
人
を
中
心
に
、
比
較
的
少
な
い
登
場
人
物
で
構
成
さ
れ
た
絵
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
画
家
は
、
こ
う
し

た
作
品
が
多
く
収
集
さ
れ
て
い
た
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
に
お
い
て
は
、
多
く
の
兵
士
と
母
子
を
前
景
に
並
べ
る
よ
り
も
、
中
央
に

一
組
の
人
物
群
を
大
き
く
表
し
た
ほ
う
が
、
人
々
の
視
線
を
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
一
五
九
〇
年
に
ロ
ー
マ
に
邸
宅
を
構
え
た
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
は
、
当
時
、
ロ
ー
マ
を
席
巻
し
て
い
た
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
や
ア
ン
ニ
ー
バ
レ
・
カ
ラ
ッ
チ
（
一
五
六
〇
―
一
六
〇
九
年
）
ら
の
絵
画
作
品
を
熱
心
に
購
入
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
ヴ
ィ
ン

チ
ェ
ン
ツ
ォ
は
、
自
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
旅
行
す
る
な
ど
北
方
絵
画
に
も
強
い
興
味
を
抱
き
、
デ
ィ
ル
ク
・
フ
ァ
ン
・
バ
ビ
ュ
ー
レ

ン
（
一
五
九
五
頃
―
一
六
二
四
年
）
ら
、
北
方
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ス
ト
の
作
品
も
収
集
し
た
。
フ
リ
ー
へ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
ス
フ
ー
ト
の
《
嬰
児
虐
殺
》
に
は
、
劇
的
な
明
暗
の
対
比
と
い
っ
た
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
的
な
要
素
の
み
な
ら
ず
、
短
縮
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法
や
対
角
線
、
閃
光
な
ど
が
見
ら
れ
、
ロ
ー
マ
時
代
の
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
（
一
五
九
一
―
一
六
六
六
年
）
や
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
カ
ラ
ッ
チ

（
一
五
九
六
―
一
六
六
九
年
）
の
作
例
と
も
関
連
付
け
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
一
六
二
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
多
く
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ

ス
ト
た
ち
は
既
に
ロ
ー
マ
を
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
は
、
ベ
ル
ニ
ー
ニ
（
一
五
九
八
―
一
六
八
〇
年
）

や
ピ
エ
ト
ロ
・
ダ
・
コ
ル
ト
ー
ナ
（
一
五
九
六
―
一
六
六
九
年
）
に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
盛
期
バ
ロ
ッ
ク
で
は
な
く
、
古
典
主
義
的

な
美
術
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い（

61
）

く
。
既
に
一
六
二
九
年
初
頭
に
は
、
自
邸
の
古
代
彫
刻
を
版
刻
し
た
『
ガ
レ
リ
ア
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ー
ナ
』
刊
行
の
準
備
を
進
め
て
い（

62
）

た
。
つ
ま
り
、
プ
ッ
サ
ン
が
《
嬰
児
虐
殺
》
を
描
い
た
一
六
二
〇
年
代
末
は
、
正
に
ジ
ュ
ス

テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
方
向
転
換
の
時
期
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
は
本
作
品
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ー
ニ
が
好
ん
で
収
集
し
て
き
た
大
型
絵
画
に
対
抗
し
う
る
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
手
法
を
取
り
つ
つ
も
、
注
文
主
の
趣
味
の
変
化
を
敏

感
に
察
知
し
、
古
代
彫
刻
を
思
わ
せ
る
堅
固
な
人
体
描
写
や
、
明
快
な
身
振
り
に
よ
る
感
情
表
現
を
提
示
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、《
嬰
児
虐
殺
》
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
本
作
品
が
同
室
の
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
作
《
セ
ネ
カ
の
死
》
ら
の
作

品
と
共
に
「
扉
上
」
を
飾
る
四
点
連
作
を
成
し
て
い
た
と
す
る
ク
ロ
ッ
パ
ー
の
説
を
検
証
し
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
は
上
記
三
点
と
は
関

わ
り
な
く
、
一
六
二
八
年
頃
に
は
着
手
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
文
学
的
典
拠
に
関
し
て
は
、
ア
レ

テ
ィ
ー
ノ
の
著
作
に
登
場
す
る
「
兵
士
が
二
度
の
攻
撃
に
よ
っ
て
嬰
児
を
殺
し
た
」
と
の
記
述
に
着
想
を
得
て
、
嬰
児
の
脇
腹
か
ら
鮮

血
が
迸
る
様
子
が
描
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
画
面
の
最
前
景
に
一
組
の
兵
士
と
母
子
を
大
き
く
表
す
と
い
う
人

物
配
置
が
、
当
時
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
に
あ
っ
た
ス
フ
ー
ト
に
よ
る
同
主
題
作
例
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
片
足
で
幼
子
を

踏
み
つ
け
な
が
ら
剣
を
振
り
か
ざ
す
と
い
う
兵
士
の
姿
勢
と
モ
デ
リ
ン
グ
が
、
同
じ
く
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
邸
の
古
代
彫
刻
《
獅
子

を
殺
そ
う
と
す
る
剣
闘
士
》
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
ッ
サ
ン
は
最
前
景
を
占
め
る
よ
う
に
主
要
人

物
を
大
き
く
描
く
こ
と
で
、
注
文
主
の
邸
宅
に
あ
っ
た
大
型
作
品
に
引
け
を
取
ら
な
い
、
力
強
い
人
物
描
写
を
示
し
た
。
し
か
し
同
時



プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

七
九

に
、
古
代
の
大
理
石
彫
刻
を
思
わ
せ
る
や
や
硬
質
な
身
体
と
定
式
化
さ
れ
た
感
情
表
現
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ

の
趣
味
に
応
え
る
よ
う
な
、
古
代
美
術
を
規
範
と
す
る
新
た
な
芸
術
動
向
へ
の
傾
倒
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
一
七
世
紀
前
半
の
美
術
批
評
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
た
戦
略
と
考
え
ら
れ
る
。
多
様
な
芸
術
家
が
集
結
し
て

い
た
ロ
ー
マ
で
は
、
筆
頭
画
家
の
競
争
関
係
が
批
評
家
の
注
目
を
集
め
、
画
家
た
ち
が
見
せ
る
様
式
的
対
比
を
愉
し
む
風
土
が
形
成
さ

れ
て
い（

63
）

た
。
プ
ッ
サ
ン
が
《
嬰
児
虐
殺
》
の
制
作
に
際
し
て
意
識
し
た
ス
フ
ー
ト
の
大
型
作
品
で
は
、
人
物
の
動
き
を
強
調
す
る
よ
う

な
短
縮
法
や
眩
い
光
の
効
果
、
そ
し
て
動
き
の
あ
る
人
物
の
配
置
に
よ
っ
て
、
躍
動
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
、
古
代
彫
刻

を
思
わ
せ
る
人
物
像
に
よ
っ
て
刷
新
す
る
と
い
う
プ
ッ
サ
ン
の
趣
向
は
、
老
練
の
愛
好
家
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
興
味
を
惹
い
た
に

違
い
な
い
。
プ
ッ
サ
ン
は
一
六
二
〇
年
代
末
、
古
代
考
証
学
的
研
究
で
知
ら
れ
る
カ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
ダ
ル
・
ポ
ッ
ツ
ォ
（
一
五
八
八
―

一
六
五
七
年
）
の
庇
護
を
受
け
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
古
代
美
術
愛
好
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
加
え
て
、
主
要
人
物
た
ち
の
衣
服
に
見
ら
れ
る
真
紅
や
黄
色
、
青
色
と
い
う
三
原
色
、
そ
し
て
後
景
の
空
に
見
ら
れ
る
澄

ん
だ
青
色
を
用
い
た
明
る
い
画
面
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ス
ト
た
ち
が
好
ん
だ
明
暗
の
対
比
と
は
一
線
を
画
す
る
、
新
た
な
作
風
を
印
象

付
け
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

恐
ら
く
プ
ッ
サ
ン
は
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
宮
殿
を
実
際
に
訪
問
し
、
パ
ト
ロ
ン
の
所
蔵
品
や
芸
術
愛
好
に
関
す
る
具
体
的
な
情

報
を
入
手
し
て
、
自
身
の
物
語
画
制
作
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
事
実
、
本
稿
で
検
討
し
た
「
螺
旋
階
段
へ
と
入
る
五
番
目
の
大
広

間
」
は
、
邸
宅
の
中
で
も
、
客
人
や
芸
術
家
が
自
由
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
開
か
れ
た
広
間
で
あ
っ
た
と
い（

64
）

う
。《
嬰
児
虐
殺
》
に

対
し
て
、
ど
の
程
度
の
画
料
が
支
払
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
財
産
目
録
に
は
、
プ
ッ
サ
ン
が
一

六
三
〇
年
代
前
半
に
描
い
た
《
ユ
ノ
と
ア
ル
ゴ
ス
の
い
る
風
景
》（
ベ
ル
リ
ン
、
国
立
博
物
館
・
美
術
館
群
）
等
も
含
ま
れ
る
こ
と
か（

65
）

ら
、

両
者
の
関
係
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
と
い
う
、
当
代
随
一
の
美

術
愛
好
家
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
《
嬰
児
虐
殺
》
は
、
中
型
絵
画
に
注
力
し
た
プ
ッ
サ
ン
に
と
っ
て
、
パ
ト
ロ
ン
に
応
じ
た
物
語
画
制
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作
を
探
究
す
る
機
会
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
一
六
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
同
時
代
画
家
と
の
差
異

化
を
強
く
意
識
し
つ
つ
、
収
集
家
の
期
待
に
応
え
る
作
品
を
描
い
た
プ
ッ
サ
ン
が
、
ロ
ー
マ
内
外
の
顧
客
を
獲
得
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ

シ
ュ
リ
ュ
ー
枢
機
卿
（
一
五
八
五
―
一
六
四
二
年
）
か
ら
の
注
文
を
得
る
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
博
士
論
文
に
基
づ
く
書

籍
の
な
か
で
詳
細
か
つ
包
括
的
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

注

 

（
1
）　
本
稿
は
、
筆
者
の
博
士
論
文
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
同
時
代
の
ロ
ー
マ
の
画
家
た
ち
の
物
語
画
に
関
す
る
研
究
」（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
、
二
〇
一
七
年
九
月
学
位
取
得
）
中
の
第
二
章
「《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）
―
愛
好
家
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ー
ニ
に
向
け
た
工
夫
」（
七
四
―
九
六
頁
）
に
基
づ
き
つ
つ
、
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
2
）　
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
収
集
し
て
い
た
ロ
ー
マ
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
、Fum

agalli 1994–95 

に
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 

（
3
）　M

érot 1990, p. 51. 

新
居
に
は
、
マ
リ
ー
の
弟
で
、
後
に
風
景
画
家
と
し
て
活
躍
す
る
ガ
ス
パ
ー
ル
・
デ
ュ
ゲ
（
一
六
一
五
―
七
五
年
）
も
加
わ
る
。

 

（
4
）　
か
つ
て
ブ
ス
ケ
は
、
プ
ッ
サ
ン
が
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
ま
り
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。B

ousquet 1960, p. 7. 

確
か
に
、
プ
ッ
サ
ン
の
ア
カ
デ

ミ
ー
で
の
活
動
に
関
す
る
記
録
は
乏
し
い
も
の
の
、
ラ
・
ブ
ラ
ン
シ
ャ
ル
デ
ィ
エ
ー
ル
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
六
二
六
年
九
月
二
十
六
日
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の

記
録
で
は
、
プ
ッ
サ
ン
と
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
が
、
聖
ル
カ
の
祝
日
の
準
備
を
担
当
す
る
役
職
（festatoli

）
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。L

a 

B
lanchardière 1972, p. 93. 

 

（
5
）　
メ
ラ
ン
の
原
画
に
基
づ
く
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、E

xh. C
at. R

om
e/B

erlin 2001, pp. 195–195, cat. 47a.

を
参
照
。
本
作
品

に
関
す
る
絵
画
総
目
録
に
お
け
る
記
載
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
個
所
を
参
照
。Sm

ith 1829–42, vol. 8, 1837, p. 48, no. 93; G
rautoff 1914, 

vol. 2, pp. 34–35, no. 17; M
agne 1914, p. 211, no. 217; B

lunt 1966, pp. 47–48, no. 67; T
huillier 1974, p. 87, no. 25; W

ild 1980, vol. 1, p. 73, 

vol. 2, p. 59, no. 59; M
érot 1990, p. 263, no. 64.; T

huillier 1994, p. 244, no. 19; W
right 2007, p. 73, no. 41. 

上
記
の
総
目
録
に
加
え
て
、
作
品
を

所
有
す
る
コ
ン
デ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
図
録
も
参
照
。E

xh. C
at. C

hantilly 1994–95, pp. 44–51, no. 3. 

（
上
記
の
作
品
解
説
は
、
ロ
ー
ザ

ン
ベ
ー
ル
が
執
筆
担
当
し
た
）。
さ
ら
に
、
二
〇
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
は
、
本
作
品
を
中
心
に
据
え
た
『
プ
ッ
サ
ン
《
嬰
児
虐
殺
》
―
ピ
カ
ソ
、

ベ
ー
コ
ン
』
と
題
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。E

xh. C
at. C

hantilly 2017–18. 

展
覧
会
図
録
で
は
、
ま
ず
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
が
膨
大
な
先
行
研
究
に
よ



プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

八
一

る
指
摘
を
総
括
し
つ
つ
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
宮
殿
に
お
け
る
本
作
品
の
展
示
状
況
や
制
作
年
代
、
視
覚
的
源
泉
に
関
し
て
、
一
定
の
見
解
を
示
し
た
。

さ
ら
に
後
半
部
で
は
、
複
数
の
著
者
に
よ
り
「
嬰
児
虐
殺
」
の
図
像
に
関
す
る
研
究
や
、
本
作
品
が
二
〇
―
二
一
世
紀
の
芸
術
家
た
ち
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク

ト
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

 

（
6
）　Salerno 1960a; Salerno 1960b; Salerno 1960c; Squarzina 2003.

 

（
7
）　
注
文
状
況
を
示
し
た
資
料
は
な
い
も
の
の
、
例
え
ば
メ
ロ
も
、
本
作
品
は
間
違
い
な
く
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
た
め
に
制
作

さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。M

érot 1990, p. 52. 

後
に
紹
介
す
る
ク
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
先
行
研
究
も
、
こ
の
前
提
の
上
で
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

C
ropper 1996b. 

 

（
8
）　T

huillier 1961.

 

（
9
）　E

xh. C
at. C

hantilly 2017–18, pp. 54–57, esp. p. 55.

 

（
10
）　E

xh. C
at. Paris 1960, p. 227.

 

（
11
）　C

ropper 1996b. 

以
下
の
論
考
で
も
、
こ
の
説
が
概
ね
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。E

bert-Schifferer 1996.

 

（
12
）　“N

ella quinta Stanza G
rande sequita alle sudette che entra alla Lum

aca ... 153 U
n quadro supraporto con L

’occisione dell’Innocenti 

dipinto in tela alta palm
i 8. L

arga 9. incirca senza cornice [si crede di m
ano di N

icolò P
ussin] / 156 U

n quadro Sopraporto grande con la 

m
orte di Seneca nel bagno di notte dipinto in tela alta palm

i 8. L
arga 10.1/2 incirca Senza C

ornice [si crede di m
ano di G

ioacchino Sandrat] 

/ 157 U
n quadro sopraporto grande con la m

orte di C
icerone in un Paese dipinto in tela alta palm

i 8. L
arga 10.1/2 in circa Senza C

ornice [si 

crede di m
ano di Francesco Perier] / 158 U

n quadro Sopraporto grande con la m
orte di Socrate dipinto in tela alta palm

i 8. L
arga 10.1/2 in 

circa Senza C
ornice [si crede di m

ano di G
iusto fiam

m
engo]”, Squarzina 2003, Inventari I, pp. 328–335, no. 153, no. 156–158.

「
螺
旋
階
段
へ

と
入
る
五
番
目
の
大
広
間
﹇
中
略
﹈
一
五
三
番

　
嬰
児
虐
殺
が
表
さ
れ
た
扉
上
の
絵
画
、
額
縁
な
し
で
、
掌
尺
で
お
よ
そ
縦
八
、
横
九
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描

か
れ
る
。
ニ
コ
ロ
・
プ
ッ
シ
ン
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
。﹇
中
略
﹈
一
五
六
番

　
夜
の
浴
室
で
の
セ
ネ
カ
の
死
を
表
し
た
大
型
の
扉
上
の
絵
画
、
額
縁
な
し

で
、
掌
尺
で
お
よ
そ
縦
八
、
横
十
と
二
分
の
一
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
か
れ
る
。
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
サ
ン
ド
ラ
ー
ト
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
。
一
五
七
番

　

風
景
の
中
の
キ
ケ
ロ
の
死
を
表
し
た
大
型
の
扉
上
の
絵
画
、
額
縁
な
し
で
、
掌
尺
で
お
よ
そ
縦
八
、
横
十
と
二
分
の
一
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
か
れ
る
。
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
リ
エ
ル
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
。
一
五
八
番
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
を
表
し
た
大
型
の
扉
上
の
絵
画
、
額
縁
な
し
で
、
掌
尺
で
お
よ
そ
縦
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八
、
横
十
と
二
分
の
一
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
か
れ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
人
の
ジ
ュ
ス
ト
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
」。

 
（
13
）　K

lem
m

 1979; N
icolson 1989, vol. 1, p. 169, no. 1571; Sanvito 1997–98, p. 7, A

bb. 5. 

タ
キ
ト
ゥ
ス
著
『
年
代
記
』（
一
五
、
六
十
―
六
五
）
に

基
づ
く
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
一
九
八
一
年
、
二
八
六
―
二
九
二
頁
。
こ
の
作
品
と
後
述
す
る
《
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
》
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
消
失
し
て
し
ま
っ
た

が
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
よ
っ
て
概
要
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
湯
を
張
っ
た
盥
に
足
を
入
れ
な
が
ら
毒
が
回
る
の
を
静
か
に
待
つ
セ
ネ
カ

の
姿
が
、
ろ
う
そ
く
の
炎
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。

 

（
14
）　H

üneke 1997–98, p.87, Farbabb.1; E
xh. C

at. R
om

e/B
erlin 2001, pp. 344–347, no. E

4. 

カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
著
『
ロ
ー
マ
史
』（
四
七
・

八
・
三
）
を
典
拠
と
す
る
。D

io 1917, p. 131. 

 

（
15
）　Sanvito 1997–98, p. 8, A

bb. 6. 

な
お
、
上
記
の
論
文
掲
載
の
図
版
は
左
右
が
逆
転
し
て
い
る
。
典
拠
は
、
プ
ラ
ト
ン
一
九
七
五
年
、
三
四
六
―
三
四

八
頁
を
参
照
。
な
お
、
目
録
に
「
フ
ラ
ン
ド
ル
人
の
ジ
ュ
ス
ト
（G

iusto fiam
m

engo

）」
と
記
さ
れ
る
作
者
は
、
ヨ
ッ
セ
・
デ
・
パ
ペ
（
生
年
不
詳
―
一

六
四
六
年
死
去
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。Squarzina 2003, Inventari I, pp. 334–335, n. 158.

 

（
16
）　C

ropper 1996b, pp. 253–278. 
ク
ロ
ッ
パ
ー
の
解
釈
を
踏
襲
し
た
カ
ル
ー
ゾ
は
、
本
作
品
を
一
五
六
六
年
に
起
こ
っ
た
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
よ
る

キ
オ
ス
島
占
領
と
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
る
。
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
起
源
を
持
つ
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
は
、
当
時
キ
オ
ス
島
を
統
治
し
て
い
た
。
だ
が
、
オ

ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
よ
っ
て
島
が
占
領
さ
れ
る
と
、
一
一
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
少
年
二
一
人
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
連
行
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
の

信
仰
を
拒
否
し
た
一
八
人
は
当
地
で
虐
殺
さ
れ
た
。
事
件
当
時
二
歳
で
あ
り
虐
殺
を
逃
れ
た
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
は
、
ロ
ー
マ
の
自
邸
を
装
飾
す
る
に
あ
た

り
、
こ
の
事
件
を
記
念
し
て
「
嬰
児
虐
殺
」
を
主
題
と
す
る
作
品
を
注
文
し
た
、
と
カ
ル
ー
ゾ
は
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
オ
ス
島
に
お
け
る
「
ジ
ュ

ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
の
嬰
児
た
ち
の
虐
殺
」
と
い
う
歴
史
的
事
件
と
、
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
が
プ
ッ
サ
ン
と
後
述
す
る
ス
フ
ー
ト

に
対
し
て
「
嬰
児
虐
殺
」
の
主
題
を
描
か
せ
た
こ
と
に
密
接
な
関
連
性
を
認
め
る
見
解
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。E

xh. C
at. 

C
hantilly 2017–18, pp. 34–36. 

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
筆
者
は
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
見
解
に
は
慎
重
な
立
場
を
と
る
。
第
一
に
、

一
七
世
紀
美
術
に
お
い
て
は
「
嬰
児
虐
殺
」
と
い
う
主
題
が
、
決
し
て
珍
し
く
な
い
点
で
あ
る
。P

igler 1956, vol. 2, pp. 251–258. 

第
二
に
、
上
述
の
カ

ル
ー
ゾ
が
自
説
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
作
例
に
関
し
て
、
そ
の
図
像
判
断
に
疑
問
が
あ
る
点
だ
。
カ
ル
ー
ゾ
は
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー

レ
に
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
カ
ル
ロ
ー
ネ
（
一
六
〇
三
頃
―
八
四
年
）
が
描
い
た
殉
教
事
件
を
主
題
と
す
る
フ
レ
ス
コ
画
に
着
目
し
、
そ
こ
で

は
「
嬰
児
虐
殺
」
の
絵
画
伝
統
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。C

aruso 2005. 

だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
上
記
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
跪
い



プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

八
三

て
天
を
仰
ぐ
人
物
と
、
そ
の
背
後
か
ら
武
器
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
す
る
男
で
あ
る
。A

rgenti 1941, cxii. 

こ
う
し
た
表
現
は
、
い
わ
ゆ
る
聖
人
の
殉
教
図

の
形
式
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
フ
レ
ス
コ
画
と
「
嬰
児
虐
殺
」
の
図
像
そ
の
も
の
が
、
強
い
連
関
を
示
す
と
は
言
い
難
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

 

（
17
）　Squarzina 2003, Inventari I, pp. 253–530. 

レ
ー
ニ
の
作
品
の
図
版
は
、Squarzina 2003, Inventari I, Illustrazioni no. 133 (no page num

ber).

 

（
18
）　
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
が
古
代
の
哲
学
者
を
画
題
と
す
る
三
点
連
作
を
注
文
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
フ
ァ
ン
・
ホ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
に
よ
る
《
セ
ネ

カ
の
死
》
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
原
作
は
失
わ
れ
た
も
の
の
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
中
央
博
物
館
所
蔵
作
品
で
は
、
中
央
に
光
源
が
設
定
さ
れ
、
セ
ネ
カ
の
足

も
と
に
跪
く
従
者
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
て
お
り
、
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
が
こ
の
表
現
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。Judson and E

kkart 

1999, pp. 139–140, no. 160, fig. 76.

 

（
19
）　
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
大
き
さ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
枠
張
り
の
様
子
か
ら
、
四
辺
が
裁
断
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

E
xh. C

at. C
hantilly 1994–95, p.44; E

xh. C
at. C

hantilly 2017–18, pp. 94–97. 

な
お
、
一
八
〇
四
年
以
降
、
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
弟

リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
本
作
品
を
購
入
し
た
際
、
彼
の
た
め
に
複
製
版
画
が
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
版
画
の
構
図
・
比
率
は
現
存
作
例
と
等
し
い
。

W
ildenstein 1962, p. 158 (plate A

.161), p. 165. 

ま
た
、
上
述
の
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
嬰
児
虐
殺
》
を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
関
連
素
描
を

残
し
て
い
る
も
の
の
、
人
物
描
写
は
忠
実
で
は
な
く
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
所
蔵
当
時
の
作
品
の
縦
横
比
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。E

xh. C
at. 

C
hantilly 1994–95, p. 48. fig. 3l. 

本
稿
で
は
、
パ
ル
モ
は
、
約
二
二
㎝
で
概
算
し
た
。C

avazzini 2008, G
lossary (no page num

ber).

 

（
20
）　C

ropper 1996b, p. 256. 

ク
ロ
ッ
パ
ー
以
前
に
、
オ
ー
バ
ー
フ
ー
バ
ー
も
、
プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》
で
は
、
視
点
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
た
。E

xh. C
at. Fort W

orth 1988, p. 236. 

ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
は
、
本
作
品
が
扉
上
に
飾
ら
れ
て
い
た
と
い
う
前
提
で
、
大
広
間
内
部
の
寸
法
に

基
づ
き
、
本
作
品
が
地
上
か
ら
二
・
三
ｍ
の
あ
た
り
（
床
か
ら
作
品
の
下
端
ま
で
の
距
離
）
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
算
出
し
て
い
る
。E

xh. C
at. C

hantilly 

2017–18, p. 31.

 

（
21
）　
註
12
参
照
。

 

（
22
）　
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
宮
殿
二
階
の
見
取
り
図
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
一
年
開
催
の
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
と
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
』
展
図
録
で
は
、

一
六
五
〇
年
頃
の
再
構
成
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
（A

rchivio di Stato di R
om

a, Fondo G
iustiniani, busta 10, facs.27/17; E

xh. C
at. R

om
e/B

erlin 

2001, p.110

）、
二
〇
一
七
年
の
『
プ
ッ
サ
ン
《
嬰
児
虐
殺
》
―
ピ
カ
ソ
、
ベ
ー
コ
ン
』
展
で
は
、
ピ
エ
ト
ロ
・
フ
ェ
ッ
レ
ー
リ
オ
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
フ
ァ
ル
ダ
『
著
名
な
建
築
家
に
よ
る
ロ
ー
マ
の
宮
殿
に
関
す
る
、
新
し
い
建
築
図
面
と
平
面
図
』（
ロ
ー
マ
、
一
六
五
五
年
頃
、
第
二



哲
学
研
究

　
第
六
百
三
号

八
四

巻
、
図 

四
一 

）
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。Ferrerio and Falda 1655, vol. II, pl. 41; E

xh. C
at. C

hantilly 2017–18, p. 30, fig. 3.  

「
螺
旋
階
段
へ
と
入
る

五
番
目
の
大
広
間
」
の
位
置
の
同
定
に
関
し
て
、
本
稿
は
後
者
の
見
解
に
従
っ
た
。

 

（
23
）　
目
録
の
記
載
と
実
際
の
展
示
状
況
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
五
五
〇
―
一
七
五
〇
年
の
ロ
ー
マ
の
宮
殿
に
お
け
る
美
術
品
の
展
示
に
関
す
る
最
新
の
研

究
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。Feigenbaum

 2014.

 

（
24
）　W

ittkow
er 1975; R

osenberg and P
rat 1994, vol. 1, pp. 72–73, no. 38. 

 

（
25
）　R

osenberg and P
rat 1994, vol. 1, pp. 74–78, nos. 39–40. 

特
に
、《
嬰
児
虐
殺
》
の
中
景
の
母
親
と
、《
聖
エ
ラ
ス
ム
ス
の
殉
教
》
の
右
端
で
柱
に

つ
か
ま
る
見
物
人
は
、
い
ず
れ
も
目
鼻
が
横
線
で
簡
潔
に
描
か
れ
て
お
り
、
類
似
し
た
表
現
が
見
出
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、《
境
界
標
の
前
の
バ
ッ
カ

ナ
ー
レ
》
の
準
備
素
描
（
一
六
二
八
―
三
〇
年
）
で
は
、
ペ
ン
に
よ
る
輪
郭
よ
り
も
淡
彩
の
陰
影
が
重
視
さ
れ
、
光
の
配
分
の
研
究
に
重
点
が
移
っ
て
い

る
。R

osenberg and P
rat 1994, vol. 1, pp. 102–103, no. 57.

 

（
26
）　L

e C
oat 1975; E

xh. C
at. C

hantilly 1994–95, pp.44–51, no.3; C
ropper 1996b.

 

（
27
）　『
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』（
二
・
一
三
―
二
一
）。「
嬰
児
虐
殺
」
の
図
像
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。R

éau 1955–59, vol.II/II, 1957, pp. 267–

272; P
igler 1956, vol. 2, pp. 251–258; Schiller 1966–91, vol. 1, pp. 124–126; K

ötzsche-B
reitenbruch 1968–69; N

ygren 1970; M
aguire 1981, 

pp. 22–52; L
am

era 1981–82.

　 

 

（
28
）　G

nudi 1958, p. 135, fig. X
X

X
I. 

 

（
29
）　
本
葉
に
関
し
て
は
、
大
英
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
（1858,0417.1580

）。http://w
w

w
.britishm

useum
.org/research/collection_online/

collection_object_details.aspx?objectId=
1417652&

partId=
1&

searchText=
raim

ondi+
m

assacre&
page=

1, 

二
〇
一
六
年
六
月
一
四
日
閲
覧
。 

本

葉
の
右
端
に
は
、
跪
く
母
親
に
対
し
て
剣
を
振
り
か
ざ
す
兵
士
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
が
こ
の
版
画
を
参
照
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。C

ropper 1996b, pp. 258–259. 

 

（
30
）　
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
教
会
の
ベ
ロ
伯
爵
家
の
礼
拝
堂
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。Pepper 1984, pp. 225–226, no.34; Valli 1988; E

xh. 

C
at. C

hantilly 2017–18, pp. 58–61, C
at. 12.

 

（
31
）　T

huillier 1994, p. 266, no. B
2. 

こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、
長
ら
く
帰
属
が
疑
わ
れ
て
い
た
た
め
、
前
述
の
ク
ロ
ッ
パ
ー
も
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
て

い
た
。
だ
が
、
改
め
て
作
品
を
実
見
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
顔
料
の
退
色
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
死
ん
だ
幼
児
の
肌
色
の
繊
細
な
階
調
な
ど
に
、
プ
ッ
サ



プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

八
五

ン
の
一
六
二
〇
年
代
末
の
作
品
と
共
通
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
五
八
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
本
作
品
は
プ
ッ
サ
ン
と
同
時
代
に
制
作
さ
れ
た
こ
と

が
確
実
で
あ
り
、
帰
属
は
様
式
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
。E

xam
en som

m
aire au laboratoire d’un tableau attribue à N

.Poussin “L
e M

assacre 

des Innocents” du Petit-Palais, L
aboratoire du M

usée du L
ouvre, le

29 juillet 1958.

（
パ
リ
、
プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
資
料
室
蔵
）
か
つ
て
ロ
ー
ザ

ン
ベ
ー
ル
は
、
一
九
九
四
年
の
展
覧
会
の
際
に
は
、
プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
所
蔵
作
品
の
真
筆
性
を
疑
っ
て
い
た
。E

xh. C
at. C

hantilly 1994–95, p. 47, 

fig. 3h. 

し
か
し
二
〇
〇
四
年
五
月
一
四
日
に
所
蔵
館
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
プ
ッ
サ
ン
に
「
帰
属
」
と
い
う
表
現
を
取
っ
て
良
い
こ
と
、
徐
々
に
本
作
品

が
プ
ッ
サ
ン
の
真
作
で
あ
る
と
確
信
し
つ
つ
あ
る
と
書
き
送
っ
て
い
る
（
パ
リ
、
プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
資
料
室
蔵
）。
所
蔵
館
で
は
、
中
央
で
母
子
を
追

い
駆
け
る
兵
士
の
背
中
の
筋
肉
の
描
写
や
、
左
隅
で
身
を
横
た
え
る
幼
子
の
身
体
に
つ
い
て
、
後
世
の
筆
が
入
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二

〇
〇
八
年
の
ボ
ン
フ
ェ
の
論
考
で
は
、
実
物
を
観
察
し
た
専
門
家
た
ち
の
意
見
の
総
括
と
し
て
、
本
作
品
に
は
重
大
な
加
筆
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

真
筆
と
思
わ
れ
る
旨
が
明
記
さ
れ
た
。
具
体
的
な
制
作
年
代
と
し
て
は
、
一
六
二
八
年
完
成
の
《
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ス
の
死
》（
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
研
究
所
）

以
前
、
一
六
二
五
―
二
六
年
に
描
か
れ
た
《
エ
ル
サ
レ
ム
落
城
》（
エ
ル
サ
レ
ム
、
イ
ス
ラ
エ
ル
美
術
館
）
に
近
し
い
と
の
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
、
筆
者

も
そ
の
判
断
に
賛
同
す
る
。B

onfait 2008. 

 

（
32
）　“C

H
E

 fai G
V

ID
O

? che fai ? / L
a m

an, che form
e angeliche dipinge, / Tratta hor’ opre sanguigne? / N

on vedi tu, che m
entre il 

sanguinoso / Stuol de’ fanciulli rauiuando vai ,  / N
oua m

orte gli dai? / O
 nela crudeltate anco pietoso / Fabro gentil, ben sai, / C

h’ancor 

Tragico caso è caro oggetto, / E
 che spesso l’horror và col diletto”. M

arino 1620, p. 58. 

参
照
で
き
た
一
六
二
〇
年
版
に
基
づ
き
、
拙
訳
し
た
。
詩

の
形
式
を
尊
重
し
、
可
能
な
範
囲
内
で
、
訳
文
中
に
改
行
を
示
す
ス
ラ
ッ
シ
ュ
（
／
）
を
挿
入
し
た
。
訳
文
中
の
下
線
は
、
筆
者
に
よ
る
（
以
下
同
様
）。

 

（
33
）　
詩
が
一
六
二
〇
年
代
前
半
に
既
に
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
、
二
点
の
書
簡
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
一
六
二
一
年
、
マ
リ
ー
ノ
は
、
自
身
の
原

稿
の
出
版
を
担
当
し
て
い
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
チ
オ
ッ
テ
ィ
に
宛
て
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。「
目
下
の

と
こ
ろ
は
、「
嬰
児
虐
殺
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
私
の
好
み
か
ら
し
て
、
こ
れ
ま
で
私
の
ペ
ン
が
生
み
出
し
て
き
た
最
も
優
れ
た
作

品
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
ア
ド
ー
ネ
」
よ
り
も
一
層
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。」“A

 G
iovan B

attista C
iotti [...] Tengo in procinto la Strage 

degl’innocenti, a m
io gusto una delle m

igliori com
posizioni che m

i sieno uscite della penna e senza com
parazione più perfetta dell’A

done 

[...] D
i Parigi [1621]”. M

arino 1966, pp. 299–230, no. 160. 

同
年
に
は
、
以
下
の
書
簡
も
残
し
て
い
る
。「
オ
ル
シ
ー
ニ
殿
下
に
宜
し
く
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
我
々
の
ペ
ト
ラ
ッ
チ
殿
下
の
手
に
も
接
吻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
多
忙
を
極
め
て
い
た
た
め
、
殿
下
に
は
返
事
を
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
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の
で
。
で
す
が
、
も
し
時
機
が
来
た
時
に
は
、
私
が
愛
情
を
向
け
、
丁
重
に
対
応
い
た
し
ま
す
こ
と
を
、
あ
の
方
に
お
約
束
く
だ
さ
い
。「
ア
ド
ー
ネ
」
と

「
嬰
児
虐
殺
」
が
日
の
目
を
見
る
よ
う
、
す
ぐ
に
も
彼
に
必
ず
お
送
り
し
ま
す
。」“A

 G
iovan B

attista C
iotti [...] R

isaluto il signor O
rsino, e bracio le 

m
ani al nostro signor Petracci, a cui non ripondo per le m

olte occupazioni. M
a assicurisi ch’io l’am

o e lo stim
o quanto si convine, né 

m
ancherò di m

andargli l’A
done e gl’Innocenti subito che saranno usciti alla luce. [...] D

i Parigi [1621]. ”, M
arino 1966, pp. 305–307, no. 

163.

 

（
34
）　
マ
ー
ン
や
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
も
、
プ
ッ
サ
ン
が
出
版
前
に
構
想
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
想
定
し
て
い
る
。M

ahon 1960; Panofsky 1960. 

 

（
35
）　
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
プ
ッ
サ
ン
が
一
六
二
五
年
三
月
二
五
日
に
ナ
ポ
リ
で
逝
去
し
た
マ
リ
ー
ノ
へ
の
弔
辞
と
し
て
、
彼
が
生
前
に
取
り
組

ん
で
い
た
も
の
の
刊
行
で
き
な
か
っ
た
「
嬰
児
虐
殺
」
の
主
題
を
取
り
上
げ
、
一
六
二
五
―
二
六
年
頃
に
第
一
作
（
プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
所
蔵
作
品
）
を

手
掛
け
た
と
い
う
推
測
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
目
下
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
な
い
。

 

（
36
）　“V

na ven’ ha, che del bel fianco ignudo / M
isera, e del bel petto, e del bel volto / C

om
e pu ó m

eglio, al caro suo fà scudo, / N
è soffrir 

sà che le sia m
orto, ò tolto. / M

a le stà soura huom
 m

inaccioso, e crudo, / C
he l’ aureo crin s’ hà intorno al braccio / E

 del crespo, e fin’ or 

le biõde põpe (avolto, / A
 scossa a scossa le diuelle, e rom

pe. // E
lla si com

e tronco hedera cinge, / A
l dolce pegno abbarbicata stassi, / M

a 

lui nel piè lei ne la chiom
a stringe / Sì forte il fier, ch’al fin conuien, che lassi. / Poi con robusta m

an lo scaglia, e spinge / C
ontro il m

uro 

vicin frà duri sassi; / P
ria però, che l’aventi, e che’ l percota, / Trè volte, e quattro intorno intorno il rota. // A

 quell’horrenda, e dispietata 

scossa / N
el fanciullo trem

ante, e sbigottito / P
recorsa dal tim

ore è la percossa, / O
nde m

orto rim
an pria, che ferito. / A

l fin rotto le 

m
em

bra infranto l’ossa / Steso al suol tutto pesto, e tutto trito / Per le labra, e le nari in copia grande / C
on la bianca m

idolla il sangue 

spande. // N
e di ció pago ancor l’huom

 crudo, e rio / C
on le piante calcandolo lo sprezza. / E

lla (ch’altro non sà) rivolta à D
io, / E

 

scoppiandole il cor di tenerezza, / G
ridò, m

erauigliar non m
i degg’io, / C

h’alberghi in petto hum
ã tãta fierezza, / N

è m
en d’ingiurie tante, e 

tanti m
orti, / M

à di tè R
è del C

iel, che lo sopporti”. M
arino 1632, pp. 128–129.

 

（
37
）　
例
え
ば
、
こ
の
詩
に
示
唆
を
得
て
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
ル
ー
ベ
ン
ス
の
作
品
（
一
六
三
五
年
頃
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
）
で
は
、

画
面
右
上
に
、
幼
子
を
柱
に
打
ち
付
け
よ
う
と
掲
げ
る
兵
士
が
登
場
す
る
。C

ropper 1996b, pp. 261–262.

 

（
38
）　“V

n G
iudio, cõ sem

bianza di fera, co i capelli irsuti, con vna giubba di m
aglia indosso; con le braccia nude, scropulose di m

uscoli, e di 



プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

八
七

vene, afferrò la m
adre di vn bam

bino, che la festeggiaua con le m
ani, e co i basci: e tratta lui, e lei nello spazzo, calcatogli il ventre co’l 

piede, vccisolo con due ferite, andando ella in angoscia, prese il m
iserello pe’ l braccio, solleuandolo in alto, cadendogli la testa in seno, 

cercaua di affogarla co’l sangue, che vsciua dalle piaghe: lequali nello esser m
osse strideuano. G

ran com
passione era à vedere vna fanciulla 

ornata di belli m
odi e dolce nelle parole. E

lla stava inginocchiata dinanzi à vno, che le chiedeua il figliuolo per conquiderlo; e lo scongiuraua 

con sì soaui, e con sì tenere preghiere, che ogni altro core, che quello si saria com
m

osso. E
lla diceua: Se tu sei ingordo del sangue: ecco il 

petto, ecco la gola : spingi oltre il ferro, che ne trouerai più in m
e, che in lui. E

 dicendo cosi, il fanciullo, che non tem
eua per non hauere 

intelletto; porse in fuora la bocca, e volse baciare colui, che l’vccise. A
hi dura terra: perche non profondasti tu in quel punto? E

 perche 

cielo non facesti tu rivoltare la spada; che entrò nel suo fianco; nel core di H
erode?”, A

retino 1628, pp. 84–101, esp. pp. 92–93. 

訳
文
中
の
下

線
は
筆
者
に
よ
る
。『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』
の
翻
訳
に
当
た
り
、
二
〇
〇
二
年
の
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
著
作
集
を
適
宜
参
照
し
た
。
こ
の
書
で
は
、『
キ
リ
ス
ト
の

人
性
に
関
す
る
四
書
（I Q

uattro libri de la H
um

anità di C
risto

）』（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
一
五
三
八
年
）
が
、
現
代
の
綴
り
で
採
録
さ
れ
て
い
る
。

A
retino 2002, pp. 381–501, esp. p. 408. 

下
記
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
も
、
詳
細
な
註
が
付
さ
れ
て
お
り
、
読
解
に
有
用
で
あ
る
。A

rétin 2009, pp. 165–

167. 

な
お
、
引
用
文
の
最
後
の
二
文
に
つ
い
て
は
、
ボ
ワ
レ
は
語
り
手
の
言
葉
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。B

oillet 2007, pp. 449–450.

 

（
39
）　
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
一
九
七
九
年
、
一
四
九
―
一
五
八
頁
。 

 

（
40
）　
な
お
、
磔
刑
の
折
り
、
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
が
キ
リ
ス
ト
の
脇
腹
を
槍
で
刺
す
と
血
と
水
が
溢
れ
た
点
に
つ
い
て
、『
貧
者
の
聖
書
』
で
は
、「
兵
士
が
槍
で
キ

リ
ス
ト
の
脇
腹
を
開
い
た
と
き
キ
リ
ス
ト
の
脇
腹
か
ら
す
べ
て
の
秘
蹟
が
流
れ
出
し
た
」
と
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
、
脇
腹
か
ら
流
れ
る
血
と

水
が
洗
礼
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
貧
者
の
聖
書
一
九
八
五
年
、
一
〇
一
頁
。 

こ
の
伝
統
は
、
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
人
性
』
に
も
引
き
継
が
れ

る
。
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
は
同
書
一
五
三
八
年
版
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
の
脇
腹
を
刺
し
た
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
に
つ
い
て
、「
嬰
児
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
血
に

よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
た
」
と
記
述
し
て
い
る
。“benché era stato battezzato col sangue, com

e gli innocenti”, A
retino 2002, p. 482. 

既
述
の
通

り
、
こ
の
二
〇
〇
二
年
の
著
作
集
で
は
、
一
五
三
八
年
版
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
節
は
、
先
に
引
用
し
た
同
書
一
六
二
八
年
版
に
は
見
出
さ
れ
な
い

も
の
の
、
嬰
児
が
流
し
た
血
が
洗
礼
と
の
関
連
で
重
要
視
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
高
い
。

 

（
41
）　A

retino 2002, pp. 379–501, esp. p. 381; 

森
田
二
〇
〇
六
年
、
二
一
一
頁
。
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
の
宗
教
的
著
作
に
つ
い
て
は
、Scotti 1995. 

を
参

照
。
生
前
の
著
作
一
覧
に
つ
い
て
は
、Q

uondam
 1995. 

一
七
世
紀
の
受
容
に
つ
い
て
は
、M

arini 1995.

を
参
照
。
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（
42
）　A

retino 1628.

 
（
43
）　Salerno 1960a.

 

（
44
）　Stim

ato 2006; W
addington 2009; R

osand 2011.

 

（
45
）　B

ull 2011. 

作
品
に
つ
い
て
は
、
順
に
以
下
を
参
照
。E

bert-Schifferer 2012, p. 286, no. 31, p. 288, no. 62. 

 

（
46
）　
登
場
人
物
を
最
小
限
に
絞
っ
た
点
に
つ
い
て
、
ア
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
、
少
な
い
手
段
で
感
情
を
力
強
く
表
現
す
る
悲
劇
の
手
法
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
。

U
nglaub 2006, pp. 157–197, esp. pp.186–188. 

確
か
に
ロ
ー
マ
の
聖
ル
カ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
絵
画
は
叙
事
詩
と
悲
劇
の
い
ず
れ
を
目
指
す
べ
き

か
、
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
議
論
が
表
面
化
す
る
の
は
一
六
三
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、《
嬰
児
虐
殺
》
の
制
作
時
期
と
は
重
な
ら
な
い
。

 

（
47
）　
一
一
八
点
か
ら
成
る
版
画
連
作
に
は
、
聖
書
・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
に
関
す
る
も
の
が
四
三
、
使
徒
・
聖
人
が
六
三
、
巫
女
一
二
が
含
ま
れ
て
い
る
。

T
huillier 2006, pp. 51–56.

《
嬰
児
虐
殺
》
を
表
す
版
画
で
は
、
聖
書
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
を
明
瞭
に
示
す
と
い
う
目
的
の
た
め
、
襲
い
か
か
る
兵
士

と
身
を
挺
し
て
幼
児
を
守
る
母
親
の
姿
が
、
画
面
上
に
大
き
く
表
さ
れ
て
い
る
。
ス
フ
ー
ト
が
ス
テ
ラ
の
版
画
に
基
づ
き
、「
嬰
児
虐
殺
」
を
縦
長
画
面
の

最
前
景
を
占
め
る
よ
う
に
描
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。《
嬰
児
虐
殺
》
の
版
画
に
つ
い
て
は
、E

xh. C
at. Lyon/Toulouse 2006–07, p. 71, cat. 14.

 

（
48
）　E

xh. C
at. C

hantilly 2017–18, pp. 34–35, C
at. 4. 

ス
フ
ー
ト
の
ロ
ー
マ
滞
在
と
《
嬰
児
虐
殺
》
に
つ
い
て
は
、W

ilm
ers 1996, pp. 24–31, pp. 

70–72, no. A
9. 

を
参
照
。

 

（
49
）　“N

ella sala grande dell’appartam
ento nobile [...]

4 U
n quadro grande con l’historia dell’occisione de gl’Innocenti dipinto in tela alta 

palm
i14 larga

10 incirca [di m
ano di C

ornelio Fiam
m

engo] senza cornice”,  Squarzina 2003, Inventari I, pp. 264–266, no. 4.

「
二
階
の
大
広

間
﹇
中
略
﹈
四
番 

嬰
児
虐
殺
の
物
語
の
大
型
絵
画
、
掌
尺
で
お
よ
そ
縦
一
四
、
横
十
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
か
れ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
人
の
コ
ル
ネ
リ
オ
に
よ

る
。
額
縁
な
し
。」
邸
宅
に
は
、
同
じ
ス
フ
ー
ト
に
よ
る
ほ
ぼ
同
寸
法
の
《
三
王
礼
拝
》（
一
六
二
四
―
二
七
年
頃
、
油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
三
二
九
×
二
二

七cm

、
カ
ー
ン
、
三
位
一
体
教
会
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。Squarzina 2003, Inventari I, p. 270, no. 14. 

こ
れ
ら
が
カ
ー
ン
に
渡
る
ま
で
の
経
緯
は
不

明
で
あ
る
。E

xh. C
at. C

aen 2000, pp. 106–109.

《
三
王
礼
拝
》
に
つ
い
て
は
、W

ilm
ers 1996, pp. 24–31, pp. 66–67, no. A

4. 

を
参
照
。
フ
リ
ー
へ

は
、
プ
ッ
サ
ン
が
第
一
作
を
描
く
に
際
し
、
上
述
の
ス
フ
ー
ト
の
同
主
題
作
品
か
ら
モ
テ
ィ
ー
フ
を
借
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
。V

lieghe 1990. 

だ
が
、

プ
ッ
サ
ン
の
第
一
作
で
は
人
物
が
横
並
び
に
配
さ
れ
、
ス
フ
ー
ト
の
作
品
と
の
関
連
は
低
い
。
ま
た
、
プ
ッ
サ
ン
が
第
二
作
で
示
し
た
兵
士
と
母
子
の
一
組

を
描
く
表
現
は
、
ピ
エ
ト
ロ
・
テ
ス
タ
の
同
主
題
作
例
（
一
六
三
九
―
四
二
年
頃
、
ロ
ー
マ
、
ガ
レ
リ
ア
・
ス
パ
ー
ダ
）
に
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
ロ
ー



プ
ッ
サ
ン
作
《
嬰
児
虐
殺
》（
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
）

八
九

マ
の
画
家
の
興
味
を
引
い
た
こ
と
が
分
か
る
。E

xh. C
at. P

hiladelphia/C
am

bridge 1988–89, pp. 97–104, nos. 51–52.

 
（
50
）　“E

ra in G
ierosolim

a vn tetto grande sostenuto da cento colonne; le quali cingeuono vno spatio am
pio”, A

retino 1628, p. 84, A
retino 

2002, p. 406; A
rétin 2009, p. 161.

 

（
51
）　“In tanto le M

adonne citate dal com
andam

ento di sua M
aestade nel silentio com

m
une si em

pirono di horrore”. A
retino 1628, p. 85, 

A
retino 2002, p. 406; A

rétin 2009, p. 162.

 

（
52
）　“C

adde la m
adre à cosi duro caso : e dileguatosi il calor suo : sendo tutta intrisa nel sangue de i tre : sem

braua vn m
arim

o m
acchiato 

di verm
iglio”, A

retino 1628, p. 90, A
retino 2002, p. 407; A

rétin 2009, p. 165.

 

（
53
）　B

ätschm
ann 1990, pp. 21–25. 

こ
の
彫
刻
は
、
ペ
リ
エ
が
版
画
化
し
て
い
る
。L

aveissière 2011, pp. 202–203, no. 60. 

彫
刻
に
つ
い
て
は
、

H
askell and Penny 1981, pp. 273–279, no. 66, esp. p. 276, fig. 145.

 

（
54
）　W

ittkow
er 1975, p. 106. 

石
棺
に
つ
い
て
は
、G
aggadis-R

obinsem
 1994, pp. 10–11, no. 4, fig.6 (no page num

ber). 

 

（
55
）　E

bert-Schifferer 1996.

 

（
56
）　L

e C
oat 1975, p. 119; E

xh. C
at. C

hantilly 2017–18, p. 63. 

石
棺
に
関
し
て
は
、
大
英
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
（1865,0723.1

）。http://

w
w

w
.britishm

useum
.org/research/collection_online/collection_object_details.aspx?objectId=

460552&
partId=

1&
searchText=

T
he+

M
ausole

um
+

at+
H

alicarnassus+
T

he+
A

m
azon+

Frieze&
page=

2, 

二
〇
一
八
年
八
月
九
日
閲
覧
。

 

（
57
）　E

bert-Schifferer 1996, p. 340. 

 

（
58
）　G

iustiniani 1631, vol. 1, no. 117; B
artsch 1987, pp. 77–91, esp. p. 79, p. 89, no. 073. 

版
画
集
に
つ
い
て
は
、C

ropper 1996a. 

を
参
照
。

 

（
59
）　
一
六
三
一
年
出
版
の
版
画
集
『
ガ
レ
リ
ア
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ナ
』
で
は
、
兵
士
と
獅
子
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
プ
ッ
サ
ン

が
《
嬰
児
虐
殺
》
を
制
作
し
た
当
時
の
彫
像
の
様
子
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
の
古
代
彫
刻
を
記
録
し
た

一
六
三
八
年
の
財
産
目
録
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「﹇
七
二
三
番
﹈
獅
子
を
殺
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
取
っ
た
兵
士
の
彫
像
、
半
身
の
み
衣

服
を
着
て
い
る
。
古
代
の
遺
品
。
修
復
済
み
で
、
獅
子
は
現
代
の
も
の
。
高
さ
は
お
よ
そ
八
と
二
分
の
一
パ
ル
モ
﹇
約
一
八
七
㎝
﹈。
お
よ
そ
五
と
二
分
の

一
パ
ル
モ
﹇
約
一
二
一
㎝
﹈
の
銘
文
付
き
台
座
の
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。」“[723] U

na statua d’un gladiatore che sta in atto d’am
m

azzare un 

leone ; m
ezzo vestito, antico, restaurato e leone m

oderno ; alt. pal.8 1/2 inc.a. S. a il piedistallo con sta inscrittione alt. pal.5 1/2 inc.a”. 
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に
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を
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う
と
す
る
兵
士
」

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
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推
定
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
彫
像
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。B

ecatti 1957; B
uccino 2006, pp. 58–62.

 

（
60
）　Varriano 2006, pp. 21–23. 

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
と
古
代
彫
刻
に
つ
い
て
は
、Posèq 1990. 

を
参
照
。
上
記
の
ス
フ
ー
ト
作
《
嬰
児
虐
殺
》
に
見
ら
れ

る
兵
士
も
、
左
膝
で
母
親
を
踏
み
し
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
フ
ー
ト
自
身
も
こ
の
彫
像
に
着
想
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

（
61
）　V

lieghe 1990; Salerno 1960a, p. 25.

 

（
62
）　『
ガ
レ
リ
ア
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ア
ー
ナ
』
の
刊
行
は
一
六
三
一
年
だ
が
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
家
の
史
料
を
調
査
し
た
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ク
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ル
ツ
ィ
ー
ナ
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の
研
究
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六
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月
一
三
日
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ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
か
ら
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ン
ト
ニ
オ
・
テ
ン
ペ
ス
タ
（
一
五
五
五
―
一
六
三
〇
年
）
に
対
し
て
、
銅
板
代
十

ス
ク
ー
ド
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
銅
板
は
『
ガ
レ
リ
ア
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ア
ー
ナ
』
の
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

六
二
九
年
初
頭
の
時
点
で
既
に
、
版
画
集
刊
行
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。Squarzina and C

apoduro 2000, p. 153. 

版
画
集
の
準

備
段
階
で
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、R

utgers 2015.

を
参
照
。

 

（
63
）　Fum

aroli 1994–95. pp. 54–55.

 

（
64
）　E

xh. C
at. C

hantilly 2017–18, p. 31.

 

（
65
）　Squarzina 2003, Inventari I, pp. 317–318, no. 133.
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図１　プッサン《嬰児虐殺》1628–29年頃、油彩・カンヴァス、147×171cm、シャ
ンティイ、コンデ美術館

図２　クロード・メラン《ヴィンチェンツォ・
ジュスティニアーニ侯爵の肖像》1631年頃、黒
チョーク・紙、24.1×17.5 cm、ウィーン、アルベ
ルティーナ版画素描館
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図３　ヨアヒム・フォン・
ザンドラルト《セネカの
死》1635年頃、油彩・カ
ンヴァス、171×215cm、
ベルリン、カイザー＝フ
リードリヒ博物館旧蔵、
1945年に損失

図４　フランソワ・ペリエ
《キケロの死》1635年頃、
油彩・カンヴァス、176×
243cm、バートホンブル
グ、バートホンブルグ城

図５　「フランドル人のジュ
スト」《ソクラテスの死》
1635年頃、油彩・カンヴァ
ス、174×243cm、ベルリ
ン、カイザー＝フリードリ
ヒ博物館旧蔵、1945年に
損失
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（左）図６　グイド・レーニ《隠修士聖アントニウスと隠修士聖パウロ》1618-22年頃、
油彩・カンヴァス、290×187cm、ベルリン、カイザー＝フリードリヒ博物館旧蔵、1945
年に損失

（右）図７　ジュスティニアーニ宮殿2階の見取り図（ピエトロ・フェッレーリオとジョ
ヴァンニ・バッティスタ・ファルダ『著名な建築家によるローマの宮殿に関する、新しい
建築図面と平面図』（ローマ、1655年頃、vol. II、pl. 41 ））、エッチングとエングレーヴィ
ング、パリ、フランス国立図書館（※星印の付されている広間が「螺旋階段へと入る 5番
目の大広間」と同定されている）

表１　ジュスティニアーニ宮殿「螺旋階段へと入る 5番目の大広間」に飾られた 4点の絵
画の寸法
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図８　プッサン《嬰児
虐殺のための準備素
描》1627-28年頃、褐
色のインクのペン・褐
色の淡彩・紙、14.7×
16.9 cm、リール美術館

（左）図９　プッサン《聖エラスムスの殉教のための準備素描》1628-29年頃、褐色のイン
クのペン・黒チョークの粗描の上に褐色の淡彩・紙、20×12.3 cm、ミラノ、アンブロジ
アーナ図書館
（右）図10　プッサン《嬰児虐殺》（図 1）の部分
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図11　マルカントニオ・ライモンディ《嬰児虐殺》（ラファエッロに基づく）1510-14年
頃、エングレーヴィング、28.0×42.6 cm、ロンドン、大英博物館 © The Trustees of the 
British Museum

図12　レーニ《嬰児虐殺》1611年、
油彩・カンヴァス、268×170cm、
ボローニャ国立絵画館
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図13　プッサン《嬰児虐殺》1625-26年頃、油彩・カンヴァス、97×131.5 cm、パリ、プ
ティ・パレ美術館

（左）図14　ポール・モーパン《嬰児虐殺》（ジャック・ステラに基づく）1624-25年頃、
木版、30×18.5 cm（図）、41.6×28.4 cm（紙）、 パリ国立高等美術学校
（右）図15　コルネリス・スフート《嬰児虐殺》1624-27年頃、油彩・カンヴァス、324×

232 cm、カーン、三位一体教会
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（左）図18　《獅子を殺そうとする剣闘士》（『ガレリア・ジュスティニアーナ』（ローマ、
1631年、vol. 1、no. 117））エングレーヴィング、37×23.5cm、ローマ、ヘルツィアーナ
図書館
（右）図19　カラヴァッジョ《勝利者アモル（愛は全てに打ち克つ）》1602年頃、油彩・
カンヴァス、156.5×113.3cm、ベルリン、国立博物館・美術館群

（左）図16　《逃げるニオベの娘》ローマン・コピー（前 4世紀末から前 3世紀初めの原作
に基づく？）、大理石、サイズ不明、フィレンツェ、ウフィツィ美術館
（右）図17　《アマゾン族の戦いの浮彫》紀元前350年頃、ハリカルナッソスのマウソロス
霊廟出土、大理石、幅215 cm、ロンドン、大英博物館© The Trustees of the British Museum
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図20　ジュスティニアーニ宮殿に掛けられていた関連作品のスケールの比較（およそ
実寸の比率通りに並置）
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Poussin’s The Massacre of the Innocents (c. 1628–29, Musée Condé, Chantilly) 

was  supposedly painted for Vincenzo Giustiniani, a distinguished art collector 
in Rome. Unlike traditional iconography, this picture highlights only a pair of fig-
ures̶a soldier and a mother with her child̶in the foreground. A similar depic-
tion can be found in a precedent work by Cornelis Schut that was already being 
exhibited at the Palazzo Giustiniani. For that reason, this paper demonstrates 
that Poussin while referring to the specific painting in possession of his patron, 
dared to introduce a new act by the soldier, who is shown trampling the infant. 
Given the wound on the child’s right side, the cruel treatment by the soldier 
should be considered as having originated from Dell’umanita del figliuolo di Dio 
by Pietro Aretino (Venice, 1st ed 1535, revised in 1628), as the author empha-
sizes that the soldier trod on a venter of the infant and stabbed the child in the 
side with his sword. 

In addition, it is noteworthy that Poussin appears to have responded to a 
change in his client’s taste. Although Giustiniani had been an ardent supporter 
of Caravaggio, he became, from the late 1620s, more interested in ancient art 
and published a book of engravings featuring antique sculptures in his palace. 
This study points out that Poussin’s depiction of the soldier in The Massacre of 
the Innocents likely reflects the antique statue known as The Gladiator Killing 
the Lion in Giustiniani’s collection, given the act of the gladiator holding his 
sword over his head. It can thus be assumed that Poussin represented the pow-
erful male figure on a level with that appearing in the large-scale paintings fa-
voured at the beginning of 17th century, and in the severe manner of the an-
cient art contained in the rich collection at Palazzo Giustiniani. 

The Massacre of the Innocents by Poussin (Musée Condé, Chantilly): 
Consideration from the Viewpoint of the Work Made for Vincenzo Giustiniani

by

Miki KURAMOCHI

Lecturer (Part-time)
Kyoto Sangyo University
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